
６ 政策・施策別計画一覧                      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学び合い育ち合う 

みんなの笑顔がきらめく 

ひとづくり 

 

 

 

政策目標  １ 次世代の成長を喜びあえるまち（こども育成部） 

政策目標 ２ 次世代をはぐくむ教育力に富んだまち（教育推進部） 

政策目標 ３ 次代に向かって教育環境ゆたかなまち（教育総務部） 

政策目標 ４ 多様な機会に学び、活動し、交流する、豊かな感性を

はぐくむまち（文化生涯学習部） 

 

基本理念１ ひとづくり 
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり 
政策目標１ 次世代の成長を喜びあえるまち 

 
 
 
 
 
 
 

◇ 初めての子育てでも安心できるサポート体制ができている 

◇ 子育てを支え合える地域社会の仕組みができている 

◇ 子どもを産み育てやすい環境が整い、子どもの総数が増えている 

◇ 多様なニーズに合わせた保育サービスが提供されている 

◇ 妊娠期、出産期、乳幼児期の環境に応じて、子どもと保護者の健康が守られている 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一般会計 事業件数 概算事業費 

政策的事業 65 30,472百万円

定例・定型的事業 27 832百万円

職員給与費 3,118百万円

一般会計概算事業費合計 34,422百万円

 
政策目標の達成に向けた経営改善の視点 

主な取り組みの方向性 

子育てガイドブックの発行については、民間事業者との協働に

よりサービスの質を落とすことなく市の財政的負担を軽減しま

す。また、親しみやすく利便性の高い子育てポータルサイトの管

理・運営をＮＰＯ法人との協働で継続します。 

母子健康手帳の交付時等に使用する封筒に民間事業者の広告を

掲載し、新たな広告収入を確保します。 

民間保育園に保育料収納業務を委託し、民間活力の活用を図る

とともに保育料徴収率の向上を目指します。 

 

次世代の成長を喜びあえるまち 
（こども育成部） 

 目指すべき将来像 

子育て 

政策目標 

１ 

政策目標における３年間の目指すべき方向性 

茅ヶ崎市の人口は、平成 32 年までは増加すると予想されますが、０歳から 14 歳までの年少人

口も、現状では微増傾向にあります。地域社会で子育てを支え合い、多くの子どもたちがいきい

きと成長できるよう支援します。 

合計特殊出生率は、全国平均よりも低い状況にありますが、充実した母子保健対策や子育て支

援施策などにより子どもを産み育てやすい環境を整備し、合計特殊出生率の向上を図ります。 

保育園待機児童は、依然多い状況であり、施設整備などを行いその解消を図るとともに、延長

保育や一時預かりなど保護者のニーズに対応した多様な保育サービスを提供します。 

また、子育てポータルサイト事業や子育て支援センター・ファミリーサポートセンターなどの

活動をとおして子育てのサポート体制の充実を図るとともに、母子保健訪問指導等事業や家庭児

童相談室・こどもセンターが相互に連携を深めることで、孤立したり、子育てに不安を感じてい

る保護者と子の双方を支え、安心して子育てができる環境づくりを進めます。 
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                こども育成部 子育て支援課 
政策目標１ 次世代の成長を喜びあえるまち 
施策目標0１ 安心して子どもを育てることを支援する 
 

 

 
 
 
 
 
 
  １ 乳幼児に関する施策の充実 

子どもの成長にとって乳幼児期の親の接し方が重要であることを啓発するとともに、保護者のため

に乳幼児期の子育てについての情報や学習機会の提供など、乳幼児に関する施策を充実します。 
 

  ２ 社会全体で子育てを支援する仕組みの構築 

子育てを教えてくれる人や支えてくれる人が身近におらず、孤立して不安になっている保護者と子

の双方を支えるため、地域社会全体が子育てにかかわる力や助け合う力を回復して、地域の中で、子

どもを安心して預けあうなど、社会全体で子育てを支援できる仕組みの拡充を図ります。 

 

  ３ 子育て支援の充実 

妊娠期、出産期、乳幼児期、学齢期のそれぞれの時期や保護者の生活形態に応じて、子育てが初め

ての人をはじめ、子育て中の保護者が安心して子育てができるよう支援・助成します。 

  

  ４ 医療費助成制度の維持 

医療費助成制度（小児医療費助成・ひとり親家庭等医療費助成）を安定的に継続運営することで、

対象者の健康や福祉の増進と経済的負担の軽減を図ります。 

 
  

 
妊娠期・出産期・乳幼児期・学齢期のそれぞれの時期に応じた支援・助成に関する事業に引き続き

取り組むとともに、第２次実施計画期間内において、新たに不育症患者への医療費の補助を実施する

ほか、小児医療費の対象年齢の拡大などに取り組みます。    

 
 
 

 

指標名 現状値 
平成 27 年度 

の目標値 
指標の説明・意図 

ファミリーサ

ポートセンタ

ーの活動件数 

8,891 件 

（平成 23 年度） 
9,200 件 

 子どもを預け・預かる相互協力の活動の支援を行うこ

とで、子育て中の保護者が安心して子育てをできる支援

が行われているかを測ります。 
 活動件数は、社会経済状況の影響を受けますが、実施

計画期間中に、約 3.5％の増加を目標としました。 

施策目標：１ 

安心して子どもを育てることを支援する  （子育て支援課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

 施策目標における３年間の目指すべき方向性 
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第２次実施計画事業一覧表

基本理念１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

政策目標１　次世代の成長を喜び合えるまち

施策目標０１　安心して子どもを育てることを支援する

こども育成部　子育て支援課

16 件定例・定型的事業 17,760 百万円政策的事業 15 件

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 一般会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 1 （仮称）香川駅前子育て支援センター事業 政策 30,780 千円

2 3 子育てポータルサイト事業 政策★ 6,305 千円

3 3 私立幼稚園等就園奨励費補助事業 政策★ 943,041 千円

4 3 私立幼稚園預かり保育推進事業 政策 ― 千円

5 3 児童手当支給事業（旧子ども手当支給事業） 政策★ 12,147,697 千円

6 3 児童扶養手当支給事業 政策★ 2,176,000 千円

7 3 母子家庭高等技能訓練促進費事業 政策 65,013 千円

8 3 母子家庭自立支援教育訓練給付金事業 政策 330 千円

9 3 母子家庭等日常生活支援事業 政策 1,770 千円

10 3 特定不妊治療費助成事業 政策★ 57,800 千円

11 3 不育症治療費助成事業 政策★ 2,000 千円

12 4 小児医療費助成事業 政策★ 1,672,275 千円

13 4 ひとり親家庭等医療費助成事業 政策 375,070 千円

14 4 育成医療給付事業 政策 5,910 千円

15 4 養育医療給付事業 政策 28,860 千円

16 1 茅ヶ崎駅北口子育て支援センター事業 定例★ 53,343 千円

17 1 茅ヶ崎駅南口子育て支援センター事業 定例 38,268 千円

18 1 浜竹子育て支援センター事業 定例 34,911 千円

19 2 ファミリーサポートセンター事業 定例★ 47,229 千円

20 3 子育てガイドブックの発行 定例 ― 千円

21 3 子育て短期支援事業 定例 12,771 千円

22 3 地域児童福祉推進事業 定例 5,256 千円

23 3 特別児童扶養手当支給事業 定例 ― 千円

24 3 母子福祉管理事務 定例 9,108 千円

25 3 母子父子家庭親子ふれあい事業 定例 4,371 千円

26 3 幼稚園団体補助金に関する事務 定例 7,290 千円

27 3 幼稚園等障害児教育補助金に関する事務 定例 16,200 千円

28 3 児童福祉総務管理事務 定例 18,709 千円

29 - 災害応急対策活動 定例 ― 千円

30 - 庁内共通事務 定例 ― 千円

31 - 部内調整事務 定例 ― 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

１　次世代の成長を喜び合えるまち

施策目標０１　安心して子どもを育てることを支援する

基本理念

政策目標

こども育成部　子育て支援課

主な第２次実施計画事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　子育て支援の充実

　乳幼児を持つ保護者が安心して子育てができるよう
に、インターネットを活用した子育てに関する情報発
信を行います。
　平成25年度においては、市民提案型協働推進事業
としてＮＰＯ法人との協定を継続します。平成26年
度以降においても、ポータルサイトの管理・運営をＮ
ＰＯ法人との協働で継続します。

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市・民間

 指標

サイトのユニーク
ユーザー（実訪問
者）数

 目標

平成25年度

平成26年度

200人／日

200人／日

政策的事業

子育てポータルサイト事業

平成27年度
200人／日

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 6,305 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　子育て支援の充実

　保護者の経済力にかかわらず、私立幼稚園等に子ど
もが通園できるよう,私立幼稚園等が保護者負担額を
減免した場合、その額に相当する額を幼稚園に助成し
ます。内訳として、幼稚園には国庫補助基準額相当
分、市単独補助として幼稚園類似施設には国庫補助基
準額の２／３相当分を助成し、さらに、幼稚園・幼稚
園類似施設に国庫補助基準非対象者分及び各所得階層
に応じた上乗せ分を助成します。

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

補助の完了月

 目標

平成25年度

平成26年度

３月

３月

政策的事業

私立幼稚園等就園奨励費補助
事業

平成27年度
３月

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 943,041 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　子育て支援の充実

　中学校修了までの児童を養育している保護者に手当
を支給することにより、家庭における生活の安定に寄
与するとともに次代の社会を担う児童の健全な育成及
び資質の向上を図ります。

※支給件数（平成23年度）：60,945件　

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

支給件数／年

 目標

平成25年度

平成26年度

61,550件

61,850件

政策的事業

児童手当支給事業（旧子ども
手当支給事業）

平成27年度
62,160件

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 12,147,697 千円

一般会計

 施策の方向性
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

１　次世代の成長を喜び合えるまち

施策目標０１　安心して子どもを育てることを支援する

基本理念

政策目標

こども育成部　子育て支援課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　子育て支援の充実

　母子・父子世帯などの、生活の安定と自立の促進を
目的に、父母の離婚・父または母の死亡などによっ
て、父または母と生計を同じくしていない児童に対
し、手当を支給します。

※支給件数（平成23年度）：4,134件

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

支給件数／年

 目標

平成25年度

平成26年度

4,900件

5,340件

政策的事業

児童扶養手当支給事業

平成27年度
5,820件

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 2,176,000 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　子育て支援の充実

　不妊で悩む夫婦の経済的負担軽減を図るため、特定
不妊治療にかかる費用の一部を助成します。

※助成件数（平成23年度）：129件

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

助成件数／年

 目標

平成25年度

平成26年度

170件

193件

政策的事業

特定不妊治療費助成事業

平成27年度
215件

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 57,800 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　子育て支援の充実

　不育症治療を受ける対象者の経済的負担を軽減する
ため、平成26年度より、治療費の一部を助成しま
す。

事業実施年度 26年度

新規

事業主体 市

 指標

助成件数／年

 目標

平成25年度

平成26年度

－

５件

政策的事業

不育症治療費助成事業

平成27年度
５件

27年度□

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 2,000 千円

一般会計

 施策の方向性
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

１　次世代の成長を喜び合えるまち

施策目標０１　安心して子どもを育てることを支援する

基本理念

政策目標

こども育成部　子育て支援課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　医療費助成制度の維持

　子育てにかかる経済的な負担の軽減を図るため、就
学前の乳幼児の通院及び中学校卒業前までの入院にか
かる医療費のうち、保険内診療分について助成しま
す。
　なお、通院分については、平成25年10月より小学
校２年生までに対象を拡大し、対象年齢の拡大につい
て広報紙等での周知を行います。

※助成件数(平成23年度）：239,019件

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

助成件数／年

 目標

平成25年度

平成26年度

261,800件

307,300件

政策的事業

小児医療費助成事業

平成27年度
307,300件

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 1,672,275 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　乳幼児に関する施策の充実

　子育て家庭が孤立することなく安心して子育てがで
きるよう、育児に関する情報提供や相談のほか、子育
てに関する支援活動を行う諸団体の育成などを行い、
子育て家庭の交流の場を提供する子育て支援センター
を運営します。

※利用者数（平成23年度）：18,702人

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市・民間

 指標

利用者数／年

 目標

平成25年度

平成26年度

19,000人

19,000人

定例・定型的事業

茅ヶ崎駅北口子育て支援セン
ター事業

平成27年度
19,000人

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 53,343 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　社会全体で子育てを支援する仕
組みの構築

　子育て家庭がゆとりを持った子育てができるよう、
知識を有するアドバイザーの仲介により、地域で子ど
もを預け預かる相互援助活動を行います。

※活動件数（平成23年度）：8,891件

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市・民間

 指標

活動件数／年

 目標

平成25年度

平成26年度

9,000件

9,100件

定例・定型的事業

ファミリーサポートセンター
事業

平成27年度
9,200件

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 47,229 千円

一般会計

 施策の方向性
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                    こども育成部 保育課 
政策目標１ 次世代の成長を喜びあえるまち 
施策目標0２ ニーズに合った多様な保育を行う 
 

 

 
 
 
 
 
 

  １ 待機児童対策の推進 

認可保育園の施設整備により定員増などを行い、入園待機児童の解消を図ります。 

 

  ２ 小学生の放課後支援の充実 

児童クラブの環境を整え、保護者が労働などで昼間家庭にいない小学生の放課後の健全育成を図り

ます。 
 

  ３ 保育サービスの質の向上  

保護者の就労形態や生活形態に対応した多様な保育メニューを提供するとともに、保育サービスの

質を高め、保護者が安心して子どもを預けられ、子どもが快適に過ごせる保育環境を整えます。 
 
 
 

入園待機児童の解消を図るため、引き続き、保育施設の増設や待機児童対策の推進に継続して取り

組みます。なかでも、第２次実施計画期間中において、ニーズに合った多様な保育を実施するため、

５か所の保育施設の整備・充実を図り、約 300 人の入園児童数の増加を目指すほか、一時預かりや特

定保育、病後児保育など特別保育を新たに６施設で実施します。 

 
 
 

 

指標名 現状値 
平成 27 年度 

の目標値 
指標の説明・意図 

保育園の入園

児童数と待機

児童数 

2,399 人 

180 人 
（平成 24 年度） 

2,900 人 

０人 

 保育施設の整備・充実による待機児童数の解消度を測

ります。「ちがさき子育ち愛プラン」の後期計画の終了

年度である平成 26 年度において、入園児童数を 2,800

人とすることを目標にしています。第２次実施計画期間

中に５保育施設の整備・充実を行い、約 300 人の入園児

童数の増加及び 180 人の待機児童の削減を目標としま

した。 

特別保育実施

施設数 
18 施設 

（平成 24 年度） 
27 施設 

特別保育（一時預かり、特定・病後児・休日保育）を

行うことによる多様な保育サービスの実施度合いを測

ります。第２次実施計画期間中に新たに６施設で実施

し、特別保育を 27 施設（延べ施設数）で行うことを目

標としました。 

施策目標：２ 

ニーズに合った多様な保育を行う  （保育課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

 施策目標における３年間の目指すべき方向性 
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第２次実施計画事業一覧表

基本理念１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

政策目標１　次世代の成長を喜び合えるまち

施策目標０２　ニーズに合った多様な保育を行う

こども育成部　保育課

9 件定例・定型的事業 11,283 百万円政策的事業 28 件

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 一般会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 1 待機児童解消のための公設による保育園整備拡充 政策★ 50,500 千円

2 1 待機児童解消のための民間保育園整備拡充 政策★ 165,369 千円

3 2 （仮称）茅ヶ崎市営小和田住宅等複合施設整備事業（児童クラブの整備） 政策 ― 千円

4 2 放課後子どもプランの推進 政策 ― 千円

5 2 放課後児童健全育成事業 政策★ 727,370 千円

6 3 民間保育所等運営事業 政策★ 6,424,327 千円

7 3 民間保育所運営補助事業 政策 1,533,577 千円

8 3 ふれあい保育補助事業 政策 186,484 千円

9 3 一時預かり補助事業 政策 26,388 千円

10 3 延長保育促進事業費補助事業 政策 432,318 千円

11 3 家庭的保育事業 政策★ 84,565 千円

12 3 休日等保育事業 政策 1,080 千円

13 3 公立保育園の地域子育て支援事業 政策★ 3,983 千円

14 3 公立保育園施設改修・整備事業 政策 40,981 千円

15 3 災害時メール配信事業 政策★ 444 千円

16 3 子ども・子育て新制度準備事業 政策★ ― 千円

17 3 （仮称）子ども・子育て支援事業計画策定及び進行管理に関する事務 政策 5,971 千円

18 3 社会福祉法人施設整備費補助事業 政策 25,750 千円

19 3 障害児保育推進特別強化対策事業 政策 31,876 千円

20 3 中海岸保育園管理運営事業 政策 532,416 千円

21 3 特定保育事業費補助事業 政策 22,734 千円

22 3 届出保育施設補助事業 政策 9,111 千円

23 3 認可外保育施設における一時預かり事業の助成 政策 28,205 千円

24 3 認可外保育施設利用者の保育料の助成 政策 27,000 千円

25 3 認定保育施設補助事業 政策 198,387 千円

26 3 浜見平保育園管理運営事業 政策 14,762 千円

27 3 保育士等研修事業 政策 1,440 千円

28 3 民間保育所施設整備借入償還金補助事業 政策 123,600 千円

29 3 児童健康管理事業 定例 7,202 千円

30 3 児童指導育成事業 定例 138,240 千円

31 3 次世代育成支援対策行動計画進行管理に関する事務 定例 1,314 千円

32 3 保育に関する管理事業 定例★ 356,063 千円

33 3 保育園管理事業 定例 79,857 千円

34 3 保育料口座引き落としに関する事務 定例 828 千円

35 3 保育料収納事務事業 定例 720 千円

36 - 災害応急対策活動 定例 ― 千円

37 - 庁内共通事務 定例 ― 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業

58



１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

１　次世代の成長を喜び合えるまち

施策目標０２　ニーズに合った多様な保育を行う

基本理念

政策目標

こども育成部　保育課

主な第２次実施計画事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　待機児童対策の推進

　安心して子どもを生み育てることのできる環境を整
備・充実させるため、市立浜見平保育園の移転・整備
に伴い、定員を90名から120名に増員し、待機児童
の解消を図ります。

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市・民間

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成25年度

平成26年度

設計・工事

整備完了

政策的事業

待機児童解消のための公設に
よる保育園整備拡充

平成27年度
－

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南■

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 50,500 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　待機児童対策の推進

　安心して子どもを生み育てることのできる環境を整
備・充実させ、待機児童の解消を図るため、施設整備
を行う民間保育園に対して、施設整備費を助成しま
す。

※民間保育園数（平成24年10月現在）：18園

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市・民間

 指標

民間保育園数

 目標

平成25年度

平成26年度

21園

22園

政策的事業

待機児童解消のための民間保
育園整備拡充

平成27年度
23園

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 165,369 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　小学生の放課後支援の充実

　児童クラブの質の向上のため、指導員に対して継続
した研修を実施するとともに、保育環境改善のため、
児童数が増加している３地区について、既存施設の見
直しや、第２クラブなどの施設整備を検討します。

※児童クラブ設置数（平成23年度）：24か所

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

指導員研修開催数

 目標

平成25年度

平成26年度

年２回

年２回

政策的事業

放課後児童健全育成事業

平成27年度
年２回

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 727,370 千円

一般会計

 施策の方向性
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

１　次世代の成長を喜び合えるまち

施策目標０２　ニーズに合った多様な保育を行う

基本理念

政策目標

こども育成部　保育課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　保育サービスの質の向上

　自宅などで保育を行う家庭的保育者の登録者を増や
し、研修を充実させ、第２次実施計画期間内に25人
の待機児童解消を目指します。また、保育者３人で保
育を実施するグループ型の保育を進めます。

※受入児童数（平成23年度）：13人

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

受入児童数

 目標

平成25年度

平成26年度

20人

20人

政策的事業

家庭的保育事業

平成27年度
25人

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 84,565 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　保育サービスの質の向上

　公立保育園を地域における子育て支援の拠点とし、
地域のすべての子育て家庭を対象とした育児講座や園
庭開放などの育児支援事業を実施します。

※実施事業数（平成23年度）：７事業

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

実施事業数

 目標

平成25年度

平成26年度

７事業

７事業

政策的事業

公立保育園の地域子育て支援
事業

平成27年度
８事業

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 3,983 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　保育サービスの質の向上

　災害時における公立保育園在園児及び児童クラブ入
所児童の保護者への連絡手段として、メール配信によ
る情報提供を実施します。

※実施施設数（平成23年度）：公立保育園６園　児
童クラブ24施設

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

実施施設数

 目標

平成25年度

平成26年度

公立保育園６園
児童クラブ28施設

公立保育園６園
児童クラブ29施設

政策的事業

災害時メール配信事業

平成27年度
公立保育園６園

児童クラブ30施設

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 444 千円

一般会計

 施策の方向性
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

１　次世代の成長を喜び合えるまち

施策目標０２　ニーズに合った多様な保育を行う

基本理念

政策目標

こども育成部　保育課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　保育サービスの質の向上

　平成27年度の子ども・子育て支援法の本格施行に
向け、保育園・幼稚園・認定こども園等による幼児期
の教育や保育、地域の子育て支援などを促進するため
に必要な制度の整備や体制づくりを行います。

事業実施年度 26年度

新規

事業主体 市・民間

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成25年度

平成26年度

他団体との協議

他団体との協議

政策的事業

子ども・子育て新制度準備事
業

平成27年度
新制度の運用

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 － 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　保育サービスの質の向上

　民間保育園の安定した運営及び安全安心な保育の実
施のため、民間保育園に対し運営に必要な経費の一部
を助成します。

※対象保育園数（平成24年10月現在）：18園

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

対象保育園数

 目標

平成25年度

平成26年度

21園

22園

政策的事業

民間保育所等運営事業

平成27年度
23園

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 6,424,327 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　保育サービスの質の向上

　保育園への適正な入園審査の実施及び保育料の決定
を行うとともに、安全安心な保育を実施するため公立
保育園に必要な保育士の配置等を行うことで保育サー
ビスの質の向上を図ります。

※入園児童数（平成24年10月現在）：2,445人

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

入園児童数

 目標

平成25年度

平成26年度

2,500人

2,800人

定例・定型的事業

保育に関する管理事業

平成27年度
2,900人

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 356,063 千円

一般会計

 施策の方向性
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり              こども育成部 こども育成相談課 
政策目標１ 次世代の成長を喜びあえるまち 
施策目標0３ 子どもの健康な成長を支援する 
 

 

 
 
 
 
 
 
  １ 母子保健対策の充実 

母子保健対策を充実し、子どもも親も健康な生活を送り、子どもを産み育てやすい環境づくりを進

めるとともに、支援を必要とする家庭を支援します。 
 

  ２ 子育てサービスの充実 

親となる人に基本的な子育ての仕方を身につけてもらえるよう、訪問指導や相談事業などの子育て

サービスを充実します。 
 

  ３ 家庭児童相談事業の充実 

家庭児童相談事業を充実し、子育て家庭の育児不安などの解消を目指すとともに、関係機関と連携

して、児童虐待の起きた家庭を支援します。 
 

  ４ 療育相談事業の充実 

巡回相談などを通じて幼稚園、保育園、学校などの機関と連携を深め、療育相談を充実します。 
 
 
 

乳幼児や妊婦を対象にした健康診査事業など母子保健対策の充実や子育てサービスに関するさま

ざまな事業に取り組むとともに、家庭児童相談事業では、引き続き「そだれん（怒鳴らない子育て練

習講座）」を実施します。また、療育相談事業では、発達に関する悩みや不安を抱える家庭等の支援

の充実を図ります。 

 

 

 

 

指標名 現状値 
平成 27 年度 

の目標値 
指標の説明・意図 

家庭児童相談

室の相談解決

率 

57.0％ 

（平成 23 年度） 
61.0％ 

 家庭児童相談室で受けている相談受付児童数と年度

末継続相談児童数により、相談を解決している割合を測

ります。 

増加傾向にある相談に対応するため、児童相談所等の

関係機関との連携を更に密にし、児童・家庭への支援・

相談体制の強化を図り、第２次実施計画期間中に毎年相

談解決率 1.0％増を目指し、相談解決率 61.0％を目標と

しました。 

施策目標：３ 

子どもの健康な成長を支援する  （こども育成相談課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

 施策目標における３年間の目指すべき方向性 
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第２次実施計画事業一覧表

基本理念１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

政策目標１　次世代の成長を喜び合えるまち

施策目標０３　子どもの健康な成長を支援する

こども育成部　こども育成相談課

2 件定例・定型的事業 2,261 百万円政策的事業 22 件

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 一般会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 1 母子健康手帳交付事業 政策 8,484 千円

2 1 妊婦健康診査事業 政策★ 295,644 千円

3 1 母子保健訪問指導等事業 政策★ 32,016 千円

4 1 乳幼児健康診査事業 政策★ 132,465 千円

5 1 乳幼児健康・育児相談事業 政策★ 6,927 千円

6 1 母子保健指導事業 政策 762 千円

7 1 母子栄養健康づくり事業 政策 1,266 千円

8 1 親子食育教室事業 政策 180 千円

9 1 子育て教室事業 政策 2,250 千円

10 1 思春期保健指導事業 政策 117 千円

11 1 乳幼児育成指導事業 政策 7,401 千円

12 1 母子保健事業計画策定事業 政策 634 千円

13 1 保健師等研修事業 政策 234 千円

14 1 こども予防接種事業 政策★ 1,579,380 千円

15 1 不活化ポリオワクチン接種事業 政策★ 59,938 千円

16 1 幼児のことばの教室事業 政策★ 12,801 千円

17 1 助産施設事業 政策 4,950 千円

18 1 母子生活支援施設事業 政策 8,679 千円

19 2 育児支援家庭訪問事業 政策 2,403 千円

20 2 小児慢性特定疾患児日常生活用具給付事業 政策 180 千円

21 3 家庭児童相談事業 政策★ 44,487 千円

22 4 療育相談事業 政策★ 59,741 千円

23 - 災害応急対策活動 定例 ― 千円

24 - 庁内共通事務 定例 ― 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

１　次世代の成長を喜び合えるまち

施策目標０３　子どもの健康な成長を支援する

基本理念

政策目標

こども育成部　こども育成相談課

主な第２次実施計画事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　母子保健対策の充実

　母子保健対策の充実を図るため、妊娠初期から出産
まで定期的に妊婦健診を受診できるよう経済的支援を
行うほか、保健指導を実施します。

※妊婦健診補助券利用率（平成23年度）：81.2％　
交付枚数　29,171枚

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

妊婦健診補助券の
利用率

 目標

平成25年度

平成26年度

90％

90％

政策的事業

妊婦健康診査事業

平成27年度
90％

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 295,644 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　母子保健対策の充実

　安心して子育てができるよう、保健師、助産師、主
任児童委員等が家庭を訪問し、心身の健康や子育てに
関する相談に応じるとともに、子育てに役立つ情報の
提供等を行います。

※訪問件数（平成23年度）：2,348件

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

訪問件数

 目標

平成25年度

平成26年度

2,300件

2,300件

政策的事業

母子保健訪問指導等事業

平成27年度
2,300件

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 32,016 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　母子保健対策の充実

　乳幼児期の発達の節目において、疾病、異常等を早
期発見することで、安心して子育てができるよう、医
療機関と連携しながら、個別・集団健康診査を実施し
ます。

※平均受診率（平成23年度）：96％

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

平均受診率

 目標

平成25年度

平成26年度

96％

96％

政策的事業

乳幼児健康診査事業

平成27年度
96％

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 132,465 千円

一般会計

 施策の方向性
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

１　次世代の成長を喜び合えるまち

施策目標０３　子どもの健康な成長を支援する

基本理念

政策目標

こども育成部　こども育成相談課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　母子保健対策の充実

　乳幼児の健康維持・増進及び保護者の育児支援をす
るために、発育・発達、育児、栄養等の相談・指導を
行います。

※実施回数（平成23年度）：216回

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

実施回数

 目標

平成25年度

平成26年度

156回

156回

政策的事業

乳幼児健康・育児相談事業

平成27年度
156回

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 6,927 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　母子保健対策の充実

　公衆衛生の向上及び増進を図るために、感染の恐れ
のある疾病の発生・蔓延の予防及び子宮頸がん予防等
の各種予防接種を実施します。
（BCG、麻しん・風しん、子宮頸がん予防、ヒブ、
小児用肺炎球菌など）　

※平均接種率（平成23年度）：90％

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

平均接種率

 目標

平成25年度

平成26年度

100％

100％

政策的事業

こども予防接種事業

平成27年度
100％

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 1,579,380 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　母子保健対策の充実

　予防接種法に基づくポリオの定期予防接種が、生ポ
リオワクチンから不活化ポリオワクチンに切り替わっ
たため、集団接種を廃止し、医療機関において個別接
種を実施します。

事業実施年度 26年度

新規

事業主体 市

 指標

接種率

 目標

平成25年度

平成26年度

100％

100％

政策的事業

不活化ポリオワクチン接種事
業

平成27年度
100％

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 59,938 千円

一般会計

 施策の方向性
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

１　次世代の成長を喜び合えるまち

施策目標０３　子どもの健康な成長を支援する

基本理念

政策目標

こども育成部　こども育成相談課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　母子保健対策の充実

  ことばの発達等に課題のある幼児に対し、母子保健
事業をはじめ療育相談事業や学齢児を対象とした「こ
とばの教室」事業など、他の関係事業と連携を図りな
がら、言語に関する指導・訓練を行います。

※指導日数（平成23年度）：183回

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

指導日数（年間）

 目標

平成25年度

平成26年度

200日

200日

政策的事業

幼児のことばの教室事業

平成27年度
200日

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 12,801 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　家庭児童相談事業の充実

　子育てに対する不安や悩みを抱える家庭、児童虐待
が心配される家庭を支援するため、関連機関との連携
を図り、きめ細やかな相談支援を行います。
　また、「そだれん（怒鳴らない子育て練習講座）」
を継続して実施します。

※相談解決率（平成23年度）：57％

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

相談解決率

 目標

平成25年度

平成26年度

59％

60％

政策的事業

家庭児童相談事業

平成27年度
61％

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 44,487 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　療育相談事業の充実

　子育てに関する複雑困難な相談に対し、より専門的
な支援体制を整えるとともに、保育園、幼稚園、学
校、教育委員会等との連携を密にし、療育相談の充実
を図ります。

※相談件数（平成23年度）：2,905件

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

相談件数

 目標

平成25年度

平成26年度

2,700件

2,700件

政策的事業

療育相談事業

平成27年度
2,700件

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 59,741 千円

一般会計

 施策の方向性
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり 
政策目標２ 次世代をはぐくむ教育力に富んだまち 

 
 
 
 
 
 
 
◇ 児童・生徒が学びへの意欲にあふれ、学力とともに豊かな人間性がはぐくまれている 

◇ 地域の教育資源を活用することで授業の充実が図られ、地域連携が推進されている 

◇ 学んだ成果が地域の中で生かされている 

◇ 家庭、地域、学校の連携協力により、まちの教育力が生かされている 

◇ 公民館や図書館などが学習・活動の拠点となり、市民自らが地域課題を解決していこう 

とする機運が高まっている 

◇ 文化財が適切に保護され、活用されている 

◇ 次代を担う市民が育つ教育政策が進んでいる 

◇ 子どもと大人が共に育つ教育理念が政策に生きている 

◇ 基礎的な調査・研究を生かした新たな教育の展開が生まれ、教育課題の解決が図られて 

いる 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次世代をはぐくむ教育力に富んだまち 
（教育推進部） 

 目指すべき将来像 

学校教育 

・社会教育
政策目標 

２ 

政策目標における３年間の目指すべき方向性 

 教育基本計画の理念を踏まえ、学校教育と社会教育を中心に、これからの茅ヶ崎を担う次世代

育成のための教育を展開します。 

 学校教育では、児童生徒が学びへの意欲にあふれ、主体的に学ぶ授業づくりを推進します。こ

れまでの地域連携の取り組みをつなげ、地域の教育資源を活用し、家庭、地域、学校が連携協力

し、確かな学力、豊かな人間性と自律性、健やかな体をはぐくみます。 

 公民館などにおける現代的課題や地域課題の学習機会を充実し、市民自らが地域課題を解決し

ていく力や次世代をはぐくむ力をより向上できるよう取り組みます。また、地域の大人と子ども

が触れ合える事業を展開します。 

 市民の誰もが郷土を知り、郷土に誇りと愛着を持てるよう、文化財の保護思想の啓発活動や自

然、民俗、考古の調査研究を進めます。 

 家庭、地域、学校との連携協力により、まち全体で青少年の育成を進めるとともに、青少年会

館などでの体験事業を実施します。 

 読書活動を推進するため、子どもの頃から読書への興味関心を育てるよう７か月育児相談時に

絵本を渡すブックスタート事業や読み聞かせボランティアの育成などを引き続き実施します。 

 教育センターでは、教育の充実と振興のために必要な教育研究・教育研修・教育相談を推進し

ます。特に幼児期の教育に関する基礎研究等の成果について各地域に出向いて講座を行うなど、

教育関係者や市民が共に学びあえる場づくりと情報提供を行うとともに、学校における教育相談

体制の拡充を進めます。 

 こうしたさまざまな事業や活動を通して、大人の役割と責任を共有しながら、多くの大人が子

どもたちと関わりながら次世代をはぐくむ、教育力に富んだまちづくりを進めます。 
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり 
政策目標２ 次世代をはぐくむ教育力に富んだまち 

 

一般会計 事業件数 概算事業費 

政策的事業 27 626百万円

定例・定型的事業 160 2,101百万円

職員給与費         1,731百万円

一般会計概算事業費合計         4,458百万円

 

政策目標の達成に向けた経営改善の視点 

主な取り組みの方向性 

外国人英語指導助手配置については、現在の単年度契約から複

数年契約に変更し、事業費の削減だけでなく外国人英語指導助手

の安定的な確保による外国語教育及び国際教育の充実を目指しま

す。 

ちがさき丸ごとふるさと発見博物館については、市民グループ

による将来的な運営組織の確立に向けた推進体制の構築を目指し

ます。 

図書館については、利用者の利便性を考えたサービス向上のた

めに窓口を増設し、効率的な事務執行が可能な運営形態の検討を

します。 
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                教育推進部 学校教育指導課 
政策目標２ 次世代をはぐくむ教育力に富んだまち 
施策目標0４ 学びの質を高め、学び続ける意欲を育てる学校教育を推進する 
 

 

 
 
 
 
 
 
   

 

１ 確かな学力と豊かな人間性の育成 

子どもの育ちを支える教育を推進し、自ら学び続けることによって身に付く学力とともに豊かな

人間性をはぐくみます。 

 

  ２ 児童・生徒が主体的に学ぶ教育の推進 

自分を取り巻く世界との出会いと対話を通し、児童･生徒が学びへの意欲にあふれ、主体的に学

ぶ授業づくりを軸とした教育を進めます。 

 

  ３ 教育相談機能の充実 

児童・生徒が抱える悩みを気軽に相談し、解決することができるよう、学校における教育相談機

能を充実します。 

 

  ４ 児童・生徒一人一人の状況に応じた教育の推進 

児童・生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、生活や学習上の困難を改善し、克服するため、適

切な指導や必要な支援を行う教育を推進します。 

 

  ５ 児童・生徒の成長を促す教育課程の編成 

児童･生徒の学び続ける意欲と豊かな人間性をはぐくむ教育課程を編成し，教育活動として

具現化できるよう学校への支援を行います。 

 

  ６ 家庭、地域、学校が連携した学校づくりの推進 

児童・生徒の確かな学力、豊かな心、健やかな体をはぐくむため、家庭、地域、学校が連携して、

特色ある学校づくり、魅力ある学校づくり、信頼される学校づくりを進めます。 

 
 
 
 
特別な配慮を要する児童・生徒へのきめ細かな教育を実現するために、特別支援学級を小学校２校、

中学校２校に増設します。また、通常級における特別な配慮を要する児童・生徒一人一人の教育的ニー

ズに応じた支援を行うために、小中学校の巡回相談にあたる特別支援教育相談員（臨床心理士）を１人

増員し、３人体制で取り組みを進めます。 

 施策の方向性 

施策目標：４ 

学びの質を高め、学び続ける意欲を育てる学校教育を推進する 

（学校教育指導課） 

 施策目標における３年間の目指すべき方向性 
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                教育推進部 学校教育指導課 
政策目標２ 次世代をはぐくむ教育力に富んだまち 
施策目標0４ 学びの質を高め、学び続ける意欲を育てる学校教育を推進する 
 

 

 
 

 

指標名 現状値 
平成 27 年度 

の目標値 
指標の説明・意図 

「学校へ行こ

う週間」及び授

業参観の来校

者数（小学校） 

25,168 人 

（平成 23 年度） 
43,000 人 

 
開かれた学校づくりの推進に向け、学校の様子を身近

に感じてもらい、学校に対する理解と支援を深めるよう
「学校へ行こう週間」を設定しています。「学校へ行こ
う週間」は県教育委員会の事業ですが、開始当初は、「学
校へ行こう週間」に集中していた学校公開が、多くの学
校で年間を通して実施されるようになったため、授業参
観も加えた来校者数を指標としました。 
小学校在籍児童数に対して 3.3 倍、中学校在籍生徒数

に対して 1.4 倍の来校者数を目標値としました。 
 

「学校へ行こ

う週間」及び授

業参観の来校

者数（中学校） 

5,912 人 

（平成 23 年度） 
8,500 人 

学校における

地域人材等の

資源活用数 

458 件 

（平成 23 年度） 
570 件 

 

授業の充実のために地域の教育資源が活用され、地域

連携の取組が推進されているかを測ります。 

平成 23 年度は、各学校の平均活用件数は 16.9 件でし

た。各学校の平均活用件数を 17.7 件に増やすことを目

標としました。 

 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
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第２次実施計画事業一覧表

基本理念１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

政策目標２　次世代をはぐくむ教育力に富んだまち

施策目標０４　学びの質を高め、学び続ける意欲を育てる学校教育を推進する

教育推進部　学校教育指導課

45 件定例・定型的事業 1,123 百万円政策的事業 5 件

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 一般会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 3 特別支援教育巡回相談事業 政策★ 41,340 千円

2 4 特別支援学級増設事業（小学校) 政策★ 2,012 千円◆国の緊急経済対策対象事業

3 4 特別支援学級増設事業（中学校） 政策★ 1,304 千円◆国の緊急経済対策対象事業

4 4 特別支援学級増設に伴う教育活動整備事業（小中学校） 政策★ 17,420 千円

5 5 学校校務支援システム配備事業 政策★ 17,496 千円

6 1 学校訪問（計画・要請・機会訪問） 定例★ ― 千円

7 1 学校評価推進・学校評議員制度充実事業 定例 2,400 千円

8 1 学校経営研究事業 定例 21 千円

9 1 教育課程編成研究推進事業 定例 390 千円

10 1 特色ある教育課程の創造推進事業（小学校） 定例 2,733 千円

11 1 特色ある教育課程の創造推進事業（中学校） 定例 1,428 千円

12 1 小学校研究・研修・帳票作成事務 定例 10,449 千円

13 1 中学校研究・研修・帳票作成事務 定例 3,654 千円

14 1 人権教育推進事業 定例 858 千円

15 1 特別支援教育研究事業 定例 180 千円

16 1 小動物飼育アドバイザー派遣事業 定例 600 千円

17 1 学校教育の充実・指導事業 定例 18,403 千円

18 1 学校教育指導課小中教頭連絡会に係る事務 定例 ― 千円

19 1 全県・湘南三浦教育事務所管内指導主事会議に係る事務 定例 ― 千円

20 1 教科書給与事務担当者会に係る事務 定例 120 千円

21 1 茅ヶ崎市教科用図書採択検討委員会に係る事務 定例 212 千円

22 2 外国人英語指導助手配置事業 定例★ 73,026 千円

23 2 小学校外国語活動支援員派遣事業 定例 13,891 千円

24 2 外国語教育推進事業 定例 270 千円

25 2 安全・防災教育推進事業 定例 90 千円

26 2 健康教育推進事業 定例 90 千円

27 2 日本語指導協力者派遣事業 定例 19,953 千円

28 2 普通救命講習会に係る事務 定例 90 千円

29 2 学校教育指導課関係事業連絡協議会に係る事務 定例 ― 千円

30 4 児童・生徒指導推進事業 定例★ 210 千円

31 4 ふれあい補助員派遣事業 定例★ 309,672 千円

32 4 就学相談事業 定例 1,575 千円

33 4 特別支援教育支援事業 定例 14,314 千円

34 4 小学校特別支援学級教育支援事業 定例 1,960 千円

35 4 中学校特別支援学級教育支援事業 定例 1,273 千円

36 4 特別支援学級増設検討事業 定例 ― 千円

37 4 教育用パソコンに関する会議等に係る事務 定例 ― 千円

38 4 文部科学省､県､湘南三浦教育事務所経由の文書処理 定例 ― 千円

39 5 教育情報ネットワーク事業 定例 43,605 千円

40 5 教育用パソコン配備運営事業 定例 ― 千円

41 5 小学校情報機器配備運営事業 定例 293,018 千円

42 5 中学校情報機器配備運営事業 定例 186,438 千円

43 5 学校行事関連事業 定例 1,128 千円

44 6 ふれあい教育推進事業 定例 7,461 千円

45 6 学校支援・地域連携事業 定例 294 千円

46 6 中学校部活動指導協力者派遣事業 定例 30,480 千円

47 6 読書活動指導協力者派遣事業 定例 3,420 千円

48 6 創意工夫教育支援事業 定例 ― 千円

49 - 災害応急対策活動 定例 ― 千円

50 - 庁内共通事務 定例 210 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業

◆国の緊急経済対策対象事業…国の緊急経済対策により、平成24年度補正予算に計上した事業
　　　　　　　　　　　　　 （補正予算に係る事業費は、３か年の実施計画事業費に含まれていません。）
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

２　次世代をはぐくむ教育力に富んだまち

施策目標０４　学びの質を高め、学び続ける意欲を育てる学校教育を推進する

基本理念

政策目標

教育推進部　学校教育指導課

主な第２次実施計画事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　教育相談機能の充実

　特別な配慮を要する子どもたち一人一人の教育的
ニーズに対応した教育を実現するため、特別支援教育
相談員（臨床心理士）を増員し、指導主事とともに、
より充実した巡回相談を実施します。　

※巡回相談件数（平成23年度）：354件

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

巡回相談件数

 目標

平成25年度

平成26年度

450件

450件

政策的事業

特別支援教育巡回相談事業

平成27年度
450件

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 41,340 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　児童・生徒一人一人の状況に応
じた教育の推進

　児童・生徒の状況、通学距離、学校施設の使用状況
等を総合的に判断し、小学校特別支援学級を増設しま
す。

※特別支援学級の増設（平成23年度）：汐見台小学
校に開設

◆国の緊急経済対策により、平成24年度補正予算に
計上した事業（補正予算に係る事業費は、３か年の実
施計画事業費に含まれていません。）

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

特別支援学級の増
設

 目標

平成25年度

平成26年度

２校開設準備
増設検討

２校開設
増設検討

政策的事業

特別支援学級増設事業（小学
校)

平成27年度
増設検討

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 2,012 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　児童・生徒一人一人の状況に応
じた教育の推進

　児童・生徒の状況、通学距離、学校施設の使用状況
等を総合的に判断し、中学校特別支援学級を増設しま
す。

※特別支援学級の増設（平成24年度）：浜須賀中学
校・北陽中学校に開設

◆国の緊急経済対策により、平成24年度補正予算に
計上した事業（補正予算に係る事業費は、３か年の実
施計画事業費に含まれていません。）

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

特別支援学級を増
設

 目標

平成25年度

平成26年度

２校開設準備
増設検討

２校開設
増設検討

政策的事業

特別支援学級増設事業（中学
校）

平成27年度
増設検討

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 1,304 千円

一般会計

 施策の方向性
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

２　次世代をはぐくむ教育力に富んだまち

施策目標０４　学びの質を高め、学び続ける意欲を育てる学校教育を推進する

基本理念

政策目標

教育推進部　学校教育指導課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　児童・生徒一人一人の状況に応
じた教育の推進

　特別支援学級の増設に伴って必要となるふれあい補
助員の派遣や宿泊行事に係る介助員の派遣、響きあい
交流送迎バスの手配などを行います。

※特別支援学級の増設（平成24年度）：浜須賀中学
校・北陽中学校に開設

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

特別支援学級を増
設

 目標

平成25年度

平成26年度

－

小学校２校
中学校２校

政策的事業

特別支援学級増設に伴う教育
活動整備事業（小中学校）

平成27年度
－

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 17,420 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

５　児童・生徒の成長を促す教育課
程の編成

　成績処理の業務環境を整備し、業務の効率化を図る
ことで、より適正な校務処理を行い、業務事故を未然
に防ぐ態勢を構築し、学習活動の結果としての評価や
評定の信頼性、妥当性を高めるために市内公立中学校
全校（１３校）に、学校校務支援ソフトを配備しま
す。

事業実施年度 26年度

新規

事業主体 市

 指標

配備校数

 目標

平成25年度

平成26年度

－

中学校13校

政策的事業

学校校務支援システム配備事
業

平成27年度
中学校13校

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 17,496 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　確かな学力と豊かな人間性の育
成

　指導主事が各学校を訪問し、学校運営、学習指導、
児童・生徒指導等について指導、助言を行い、学校教
育が適正かつ円滑に行えるよう支援します。

※学校を訪問し、授業等に関して研究協議を行う対象
校（平成23年度）：32校

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

学校を訪問し、授
業等に関して研究
協議を行う対象校

 目標

平成25年度

平成26年度

32校

32校

定例・定型的事業

学校訪問（計画・要請・機会
訪問）

平成27年度
32校

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 － 千円

一般会計

 施策の方向性
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

２　次世代をはぐくむ教育力に富んだまち

施策目標０４　学びの質を高め、学び続ける意欲を育てる学校教育を推進する

基本理念

政策目標

教育推進部　学校教育指導課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　児童・生徒が主体的に学ぶ教育
の推進

　各小中学校に外国人英語指導助手を配置することに
より、小学校外国語活動や外国語教育及び国際教育の
充実を図ります。また、業務委託契約を複数年契約に
することで、事業内容の見直しによる事業費増額分の
抑制を図ります。

※小・中学校に外国人を配置する延べ日数（平成23
年度）：1,050日

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

小・中学校に外国
人を配置する延べ
日数

 目標

平成25年度

平成26年度

年間1,100日

年間1,100日

定例・定型的事業

外国人英語指導助手配置事業

平成27年度
年間1,100日

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 73,026 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　児童・生徒一人一人の状況に応
じた教育の推進

　いじめ・問題行動・不登校に係る児童・生徒に対す
る支援や相談体制についての情報交換や研究協議を行
い、児童・生徒指導担当教員の資質向上を図ります。

※情報交換・研究協議会を行い担当者の資質向上を図
る回数（平成23年度）：５回

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

情報交換・研究協
議会を行い担当者
の資質向上を図る
回数

 目標

平成25年度

平成26年度

５回

５回

定例・定型的事業

児童・生徒指導推進事業

平成27年度
５回

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 210 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　児童・生徒一人一人の状況に応
じた教育の推進

　特別な配慮を必要とする子どもたちが安心して学校
生活を送ることができるよう、市内の小中学校にふれ
あい補助員（通常級担当・特別支援学級担当・個別支
援担当）を派遣し、子どもたち一人一人の教育的ニー
ズに応じた支援を行います。

※派遣人数（平成23年度）：106人

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

派遣人数

 目標

平成25年度

平成26年度

110人

110人

定例・定型的事業

ふれあい補助員派遣事業

平成27年度
110人

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 309,672 千円

一般会計

 施策の方向性
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                   教育推進部 社会教育課 
政策目標２ 次世代をはぐくむ教育力に富んだまち 
施策目標0５ 自分を見つめ、地域を見つめる社会教育と文化財保護を推進する 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

１ 家庭教育・幼児期の教育の支援 

すべての教育の出発点である家庭教育や幼児期の教育の学習機会や情報の提供などの取り組み

を進め、家庭教育や幼児期の教育を支援します。 

 

  ２ 地域の教育力の向上 

児童・生徒が地域の自然や歴史、文化などを学ぶ機会や地域の人たちとの交流やふれあいなど、

さまざまな体験を通して成長できるよう地域の教育力の充実に取り組みます。 

 

  ３ 効果的な社会教育の推進 

さまざまな社会教育事業を体系化し、現代的課題や地域課題などの社会的要請に対応した学習機

会の提供など効果的な社会教育を推進します。 

 

  ４ 地域の学習拠点としての公民館の充実 

公民館を整備・充実します。公民館は、地域の学習拠点として、家庭、地域、学校を結ぶコーデ

ィネーター的役割を担い、世代間交流、地域づくり、地域活動への支援を行い、地域課題を地域が

自ら解決する力が育つよう支援します。 

 

  ５ 文化財の保護・活用 

先人が守り、伝えてきた市民の誇れる文化であり、次世代へ伝えるべき文化財の調査・研究、保

全・保護、活用を図り、この過程で市民との協働を通じて郷土愛をはぐくみます。 

 
 
 
 社会教育については、職員の専門性を高めながら、地域課題や社会的要請課題に対応した事業を学
習拠点である公民館を中心に提供していきます。また、新たに文化財保護に関する基本構想を策定し、

その保存・活用を進めるとともに、文化財の大切さを啓発していく拠点の一つである文化資料館の博

物館登録を目指します。 
 
 

 

指標名 現状値 
平成 27 年度 

の目標値 
指標の説明・意図 

社会教育主催

事業・イベント

への参加者数 

47,051 人 

（平成 23 年度） 
48,000 人 

地域課題・社会的な要請課題に対応した学習機会の提

供が、市民との協働や連携のもとに企画・実施され、教

育としての社会教育を効果的に推進します。 

庁内の横断的な取り組みや市民参画の事業の取り組

みを行い、社会教育事業への参加者数を 1,000 人増やす

ことを目標としました。 

文化財の指定

件数 
39 件 

（平成 23 年度） 
43 件 

後世に文化財を継承するために適切な保護活用に努

めるため、文化財の指定件数が何件増えたかを測りま

す。 

平成８年度に新たに４件が市指定文化財となった以

降は、文化財の指定件数に変化はありません。文化財の

指定件数を現行から４件増やし 43 件とすることを目標

としました。 

施策目標：５ 

自分を見つめ、地域を見つめる社会教育と文化財保護を推進する 

（社会教育課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

 施策目標における３年間の目指すべき方向性 

75



第２次実施計画事業一覧表

基本理念１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

政策目標２　次世代をはぐくむ教育力に富んだまち

施策目標０５　自分を見つめ、地域を見つめる社会教育と文化財保護を推進する

教育推進部　社会教育課

38 件定例・定型的事業 598 百万円政策的事業 10 件

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 一般会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 5 （仮称）茅ヶ崎市歴史文化基本構想策定事業 政策★ 810 千円

2 5 下寺尾遺跡群（七堂伽藍跡・高座郡衙）保存整備事業 政策★ 176,650 千円

3 5 文化資料館移転整備及び周辺地整備事業 政策★ 30,525 千円

4 5 博物館法に基づく登録事業 政策★ ― 千円

5 5 旧相模川橋脚天然記念物指定記念事業 政策★ 3,008 千円

6 5 「ちがさき丸ごとふるさと発見博物館」に集う庁内横断的取組の推進 政策★ ― 千円

7 5 鶴嶺八幡参道文化財整備事業 政策 7,790 千円

8 5 市指定重要文化財旧和田家保存整備事業 政策 18,498 千円

9 5 堤貝塚保存用地整備事業 政策 372 千円

10 5 文化財収蔵施設の整備事業 政策 ― 千円

11 1 家庭教育支援関連事業（公民館） 定例 3,555 千円

12 2 子ども事業（公民館） 定例★ 4,341 千円

13 3 社会的要請課題をテーマとした事業（公民館） 定例★ 3,294 千円

14 3 公民館ふれあい事業（公民館） 定例 2,916 千円

15 3 社会教育施設としての公民館のあり方の研究 定例★ ― 千円

16 3 社会教育関係職員及び審議会委員等の研修事業 定例 5,454 千円

17 3 社会教育委員に関する事務 定例 2,538 千円

18 3 社会教育講座の開催 定例 486 千円

19 3 PTA研修会の開催 定例 240 千円

20 3 社会教育関係団体への支援 定例 624 千円

21 3 社会教育課事業のまとめ誌の発行 定例 ― 千円

22 4 地域交流事業（公民館） 定例 2,046 千円

23 4 学習成果の還元事業（公民館） 定例 3,558 千円

24 4 学習情報の提供（公民館） 定例 381 千円

25 4 次世代育成ネットワーク事業（公民館） 定例 285 千円

26 4 公民館運営審議会（公民館） 定例 4,683 千円

27 4 公民館利用者活動支援事業（公民館） 定例 124,227 千円

28 4 施設維持管理（公民館） 定例 62,409 千円

29 4 施設保守点検（公民館） 定例 8,214 千円

30 5 文化財保護審議会の開催 定例 609 千円

31 5 文化財保護管理事業 定例 17,858 千円

32 5 文化財保護思想の普及啓発 定例 852 千円

33 5 文化財整備事業 定例 75 千円

34 5 文化財の調査研究 定例 ― 千円

35 5 ちがさき丸ごとふるさと発見博物館事業 定例 3,006 千円

36 5 埋蔵文化財保護事業 定例 15,445 千円

37 5 開発に伴う埋蔵文化財の保護指導 定例 15,249 千円

38 5 遺跡調査資料整理・保存事業 定例 12,334 千円

39 5 文化資料館管理運営事業 定例 22,236 千円

40 5 文化資料館展示事業 定例 150 千円

41 5 文化的郷土資料調査事業 定例 ― 千円

42 5 自然誌郷土資料調査事業 定例 ― 千円

43 5 市指定重要文化財旧三橋家管理運営事業 定例 6,600 千円

44 5 文化・スポーツ振興財団埋蔵文化財補助 定例 36,627 千円

45 - 災害応急対策活動（公民館） 定例 ― 千円

46 - 災害応急対策活動 定例 ― 千円

47 - 庁内共通事務（公民館） 定例 ― 千円

48 - 庁内共通事務 定例 27 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

２　次世代をはぐくむ教育力に富んだまち

施策目標０５　自分を見つめ、地域を見つめる社会教育と文化財保護を推進する

基本理念

政策目標

教育推進部　社会教育課

主な第２次実施計画事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

５　文化財の保護・活用

　文化財単体の価値を把握し、指定等により保護して
いくことに加え、文化財を総合的に把握し、その周辺
環境を一体として保護していくことで、保存・活用を
図り、文化財を生かした地域づくりに資することを目
的に、文化財保護に関するマスタープランとなる
「（仮称）茅ヶ崎市歴史文化基本構想」を策定しま
す。

事業実施年度 26年度

新規

事業主体 市

 指標

計画策定の準備作
業

 目標

平成25年度

平成26年度

先進事例の研究
文化財総合調査

文化財総合調査
基本構想素案作成

政策的事業

（仮称）茅ヶ崎市歴史文化基
本構想策定事業

平成27年度
（仮称）茅ヶ崎市歴
史文化基本構想策定

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 810 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

５　文化財の保護・活用

　七堂伽藍跡（しちどうがらんあと）ならびに高座郡
衙（たかくらぐんが）を国の史跡に指定し保存を図り
後世に継承していきます。また、本遺跡を広く公開活
用できるような形での整備を進めるとともに、関連す
る展示会や見学会などを開催して遺跡を周知していき
ます。

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

事業進捗状況

 目標

平成25年度

平成26年度

指定手続、
検討委員会の開催

基本計画・
公開普及事業

政策的事業

下寺尾遺跡群（七堂伽藍跡・
高座郡衙）保存整備事業

平成27年度
公有地化着手・基本
設計・公開普及事業

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北■

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出■

平成25～27年度の事業費 176,650 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

５　文化財の保護・活用

　新たな資料館が設置される地域の住民、資料館を利
用している市民、博物館運営の有識者とともに文化資
料館移転・整備基本計画を策定し、事業用地の測量調
査、地盤調査を実施し、事業用地の公有地化に向けた
調整を行います。また、事業用地の周辺地整備に関し
て、関連する道路事業や水路整備事業と庁内調整を行
います。

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

文化資料館移転整
備事業の推進

 目標

平成25年度

平成26年度

地元及び庁内調整
基本計画素案作成

基本計画の策定

政策的事業

文化資料館移転整備及び周辺
地整備事業

平成27年度
用地の測量・地質調
査・基本計画の策定

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 30,525 千円

一般会計

 施策の方向性
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

２　次世代をはぐくむ教育力に富んだまち

施策目標０５　自分を見つめ、地域を見つめる社会教育と文化財保護を推進する

基本理念

政策目標

教育推進部　社会教育課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

５　文化財の保護・活用

　文化資料館がより充実した社会教育の機会を提供で
きるようにするため、神奈川県教育委員会、文化庁と
の事前調整及び申請書類の準備を行い、国へ博物館登
録申請を行います。

事業実施年度 26年度

新規

事業主体 市

 指標

博物館の登録申請

 目標

平成25年度

平成26年度

登録申請の準備事務

博物館登録の申請

政策的事業

博物館法に基づく登録事業

平成27年度
博物館登録原簿登録

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 － 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

５　文化財の保護・活用

　史跡に加えて、橋脚の出現原因となった関東大震災
による液状化現象に対して、新たに国の天然記念物指
定を受けることを記念し、橋脚の意義を広く周知する
ことを目的とした記念事業を行います。あわせて適正
な保存についての点検調査を適宜実施しながら維持管
理を進めていきます。

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

公開活用事業の実
施と維持管理

 目標

平成25年度

平成26年度

新たな国指定に伴う
普及事業実施

公開及び維持管理

政策的事業

旧相模川橋脚天然記念物指定
記念事業

平成27年度
公開及び維持管理

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 3,008 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

５　文化財の保護・活用

　各課の事業で「ちがさき丸ごとふるさと発見博物館
事業」の対象となるものをリストアップし、チラシ等
に「丸ごと博物館」のシンボルマークをつけることを
約束事とします。そして、それらの事業を単発で発信
するのではなく、開催時期や情報発信の連動や、担当
課かいを超えた事業協力・統合を含めた検討を行いま
す。

事業実施年度 26年度

新規

事業主体 市

 指標

横断的取組推進状
況

 目標

平成25年度

平成26年度

関連事業の位置づけ
と連携・協力の推進

関連事業の位置づけ
と連携・協力の推進

政策的事業

「ちがさき丸ごとふるさと発
見博物館」に集う庁内横断的
取組の推進

平成27年度
関連事業の位置づけ
と連携・協力の推進

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 － 千円

一般会計

 施策の方向性
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

２　次世代をはぐくむ教育力に富んだまち

施策目標０５　自分を見つめ、地域を見つめる社会教育と文化財保護を推進する

基本理念

政策目標

教育推進部　社会教育課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　地域の教育力の向上

　週末を中心に子どもの居場所づくりのために趣味や
遊びなど様々な事業を計画・実施します。また、異年
齢集団や親子での様々な体験的な学習機会を提供しま
す。

※開催事業数（公民館５館合計）（平成23年度）：
46事業

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

開催事業数（公民
館５館合計）

 目標

平成25年度

平成26年度

46事業

46事業

定例・定型的事業

子ども事業（公民館）

平成27年度
46事業

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 4,341 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　効果的な社会教育の推進

　環境、平和、情報化などの社会的課題や地域課題を
見据えた事業を定期的に開催します。

※実施事業数（公民館５館合計）（平成23年度）：
52事業

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

実施事業数（公民
館５館合計）

 目標

平成25年度

平成26年度

51事業

51事業

定例・定型的事業

社会的要請課題をテーマとし
た事業（公民館）

平成27年度
51事業

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 3,294 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　効果的な社会教育の推進

　社会教育、公民館の役割を調査研究することを目的
に社会教育主事会を開催し、その成果を研修事業に生
かして社会教育関係職員等の専門性を高め、効果的な
社会教育の推進と公民館運営の充実を図ります。

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

研究レポートの発
行

 目標

平成25年度

平成26年度

年１回

年１回　

定例・定型的事業

社会教育施設としての公民館
のあり方の研究

平成27年度
年１回

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 － 千円

一般会計

 施策の方向性
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                    教育推進部 青少年課 
政策目標２ 次世代をはぐくむ教育力に富んだまち 
施策目標0６ 思いやりの心とたくましく生きぬく力を育てる 
 

 

 
 
 
 
 
 
   

１ 青少年育成の推進 

子どもたちが安全で安心な環境のなかで、のびのびと育ち、たくましく成長することができるよ

う、家庭、地域、学校の連携による青少年育成を進めます。 

 

  ２ 子どもたちの居場所づくり 

子どもたちが、安全で安心に遊ぶことができる居場所づくりとしての小学校ふれあいプラザ、青

少年広場、青少年会館などの整備や、さまざまな体験活動ができる野外研修施設の整備を進めます。 

 
 
 
 

安全で安心な子どもたちの遊び場、居場所づくりのため、小学校ふれあいプラザ事業では、伝承遊

びや文化活動などの体験学習を取り入れ、学習の場や地域交流の場となるよう事業内容を充実すると

ともに学校の理解を得る中で開催日の拡大を進めます。 
また、子どもの安全を守り、健全な育成を進めるため、インターネットの有害情報監視業務を引き

続き実施するとともに、青少年育成団体、青少年育成指導者等の活動支援を行います。 
 
 
 

 

指標名 現状値 
平成 27 年度 

の目標値 
指標の説明・意図 

小学校ふれあい

プラザ利用者数 
22,688 人 

（平成 23 年度） 
31,000 人 

小学生の放課後の安全・安心な遊び場を設け、地域の

方々の参画を得た異年齢児童の交流の場としての「小学

校ふれあいプラザ」の利用者数により青少年育成事業の

実施状況を測ります。 

平成 25 年度の全校合わせての延べ開設日数を 2,240

日、１日平均利用者数を 14 人とし、31,000 人を目標と

しました。 

小学校ふれあい

プラザ開設校数 
17 校 

（平成 23 年度） 
19 校 

小学生の放課後の安全・安心な遊び場を設け、地域の

方々の参画を得た異年齢児童の交流の場としての「小学

校ふれあいプラザ」の開設校数により、利用者数と合わ

せて青少年育成事業の実施状況を測ります。 

平成 23 年度 17 校に開設していた「小学校ふれあいプ

ラザ」の開設校を市内全ての小学校 19 校とすることを

目標としました。 

少年会館の利用

者数 
154,063 人 

（平成 23 年度） 
178,000 人 

青少年の活動の場のひとつである青少年会館の利用

者数から、青少年の活動状況を測ります。 

毎年の青少年会館の利用者数の伸び率を１％見込み、

178,000 人を目標値としました。 

施策目標：６ 

思いやりの心とたくましく生きぬく力を育てる  （青少年課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

 施策目標における３年間の目指すべき方向性 
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第２次実施計画事業一覧表

基本理念１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

政策目標２　次世代をはぐくむ教育力に富んだまち

施策目標０６　思いやりの心とたくましく生きぬく力を育てる

教育推進部　青少年課

21 件定例・定型的事業 399 百万円政策的事業 9 件

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 一般会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 1 子どもの安全を守る都市の推進 政策 4,500 千円

2 1 インターネット有害情報監視事業 政策★ 7,326 千円

3 1 茅ヶ崎ゆかりの宇宙飛行士関連事業 政策 13,173 千円

4 2 小学校ふれあいプラザ事業 政策★ 54,687 千円

5 2 子どもの家の管理業務委託 政策 47,153 千円

6 2 冒険遊び場事業 政策 1,200 千円

7 2 野外研修施設の検討・整備 政策 ― 千円

8 2 （仮称）浜見平地区複合施設整備事業（青少年関連施設） 政策★ 13,306 千円

9 2 海岸青少年会館・福祉会館外複合施設再整備事業（海岸青少年会館の整備） 政策★ 73,000 千円

10 1 茅ヶ崎市青少年対策基本方針の進行管理 定例 ― 千円

11 1 青少年問題協議会の開催 定例 1,179 千円

12 1 ジュニアリーダー養成講座の開催 定例 507 千円

13 1 青少年育成指導者研修 定例 225 千円

14 1 青少年指導員活動支援 定例★ 11,170 千円

15 1 青少年をとりまく環境調査及び浄化活動 定例 ― 千円

16 1 子ども会育成事業 定例 282 千円

17 1 遊び体験教室の開催 定例 1,857 千円

18 1 自然体験教室の開催 定例 3,432 千円

19 1 青少年育成のつどいの開催 定例 1,095 千円

20 1 成人のつどい事業 定例 4,290 千円

21 1 子ども大会の実施 定例 4,560 千円

22 1 各種協議会と青少年対策に関する連絡調整 定例 13,815 千円

23 2 青少年広場の運営管理 定例 18,117 千円

24 2 子どもの家の運営管理 定例 1,194 千円

25 2 主催事業の開催（青少年会館・海岸青少年会館） 定例★ 4,947 千円

26 2 その他会館運営のための管理事務（青少年会館・海岸青少年会館） 定例 87,550 千円

27 2 はまかぜコンサート・海青祭の開催（海岸青少年会館） 定例 207 千円

28 2 会館管理業務委託（青少年会館・海岸青少年会館） 定例 30,687 千円

29 - 災害応急対策活動 定例 ― 千円

30 - 庁内共通事務 定例 ― 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

２　次世代をはぐくむ教育力に富んだまち

施策目標０６　思いやりの心とたくましく生きぬく力を育てる

基本理念

政策目標

教育推進部　青少年課

主な第２次実施計画事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　青少年育成の推進

　インターネット犯罪から子どもたちを守るため、パ
ソコンと携帯電話を使用し、インターネット上の有害
情報を監視します。
　また、個人の誹謗中傷や個人情報の漏洩などが特定
できるものについては、学校と連携し、サイト管理者
への削除依頼などの対応を行います。

※小学校、中学校に係るインターネット上の検索件数
（平成23年度）：4,330件/月

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

小学校、中学校に
係るインターネッ
ト上の検索件数

 目標

平成25年度

平成26年度

5,000件/月

5,000件/月

政策的事業

インターネット有害情報監視
事業

平成27年度
5,000件/月

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 7,326 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　子どもたちの居場所づくり

　パートナー（安全管理員）が見守る中、学校施設に
おいて異年齢児童間の自主的な遊びを促進します。
コーディネーター等の運営委員が、計画的な運営を行
い、学校・地域・保護者たちとの調整を進める中で、
安全な居場所づくりを推進します。また、学習アドバ
イザーの活用等により、子どもたちが参加しやすい事
業の充実と展開を図ります。

※小学校ふれあいプラザ利用者数（平成23年度）：
22,688人

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

小学校ふれあいプ
ラザ利用者数

 目標

平成25年度

平成26年度

27,000人

29,000人

政策的事業

小学校ふれあいプラザ事業

平成27年度
31,000人

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 54,687 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　子どもたちの居場所づくり

　「浜見平地区まちづくり計画」に位置づけられた公
共施設ゾーンにおいて、既存施設の他、関係機関との
協議を行い地域の生活拠点として相応しい機能付加を
図ることとされています。その一環として、浜見平地
区複合施設の整備が進んでおり、幼児・青少年等が有
効に活用できる多様な遊び場、居場所を提供します。

事業実施年度 26年度

新規

事業主体 市

 指標

青少年関連施設の
整備

 目標

平成25年度

平成26年度

関係課協議

開室準備

政策的事業

（仮称）浜見平地区複合施設
整備事業（青少年関連施設）

平成27年度
開室

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖■

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南■

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 13,306 千円

一般会計

 施策の方向性
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

２　次世代をはぐくむ教育力に富んだまち

施策目標０６　思いやりの心とたくましく生きぬく力を育てる

基本理念

政策目標

教育推進部　青少年課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　子どもたちの居場所づくり

　公共施設整備・再編計画（改訂版）（平成23年２
月）及び海岸青少年会館・福祉会館複合施設再整備基
本計画（平成23年２月改訂）に基づき、関係機関と
の協議を進めます。平成27年度から海岸青少年会館
の仮設工事・解体工事を実施するとともに、海岸青少
年会館・福祉会館外複合施設の基本設計及び実施設計
に着手します。

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

施設整備

 目標

平成25年度

平成26年度

設計に向けた関係機
関協議

設計に向けた関係機
関協議

政策的事業

海岸青少年会館・福祉会館外
複合施設再整備事業（海岸青
少年会館の整備）

平成27年度
基本設計・実施設計

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸■ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 73,000 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　青少年育成の推進

　地域において、青少年の健全育成を進めていくた
め、「青少年支援・指導者」の担い手となる青少年指
導員の資質を高めるとともに、継続的な活動を展開し
ていくため、青少年指導員の活動を支援します。

※愛のパトロール実施地区数（平成23年度）：19地
区

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

愛のパトロール実
施地区数

 目標

平成25年度

平成26年度

19地区

19地区

定例・定型的事業

青少年指導員活動支援

平成27年度
19地区

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 11,170 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　子どもたちの居場所づくり

　青少年会館・海岸青少年会館にて、青少年事業、子
ども事業、親子事業、音楽事業、地域交流事業、共催
事業、施設開放事業等を開催します。

※事業数（青少年会館２館合計）（平成23年度）：
87事業

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

事業数（青少年会
館２館合計）

 目標

平成25年度

平成26年度

97事業

97事業

定例・定型的事業

主催事業の開催（青少年会
館・海岸青少年会館）

平成27年度
97事業

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 4,947 千円

一般会計

 施策の方向性
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                     教育推進部 図書館 
政策目標２ 次世代をはぐくむ教育力に富んだまち 
施策目標0７ 地域社会を支える情報拠点としての機能をたかめる 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
   

１ 図書館の充実 

だれもが利用しやすい図書館を目指し、施設設備、図書館資料、データベースや自主事業などの

充実を図るとともに、市民の読書支援、学習支援を行います。 

 

  ２ 読書に親しむ環境づくり  

お話し会などを通して、子どものころから読書に親しめるよう環境づくりを進めます。 

 
 
 
 

利用者の利便性を高めるために、インターネットによる予約サービスを活用し、身近な施設で予約

図書の受取や図書の返却ができる窓口の増設を進めます。 
また、読書のよろこびを子どもたちに伝えるために、引き続きブックスタート事業を実施するとと

もに、自主事業や施設外での出前事業等により、本に触れる機会を増やします。 
 
 

 
 

 
 
 

指標名 現状値 
平成 27 年度 

の目標値 
指標の説明・意図 

図書館利用者

数 
275,316 人 

（平成 23 年度） 
330,000 人 

情報拠点として市民にどのくらい利用されているか

を測ります。 

既存施設の活用や身近な施設の利便性を高めるなど

の施策により、27 年度は引き続き 23 年度の計画値に

20％の増加を目標としました。 

図書館の市民

登録率 

50.1％ 

（平成 23 年度） 
52.0％ 

市の人口に対して登録者の占める割合により、図書館

利用が市民にどれだけ普及しているかを測ります。 

既存施設の活用や身近な施設の利便性を高めるなど

の施策により、登録者の 23 年度の数値に対して２％の

増加を目標としました。 

施策目標：７ 

地域社会を支える情報拠点としての機能をたかめる  （図書館） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

 施策目標における３年間の目指すべき方向性 
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第２次実施計画事業一覧表

基本理念１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

政策目標２　次世代をはぐくむ教育力に富んだまち

施策目標０７　地域社会を支える情報拠点としての機能をたかめる

教育推進部　図書館

16 件定例・定型的事業 377 百万円政策的事業 1 件

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 一般会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 1 （仮称）浜見平地区複合施設整備事業（図書室） 政策★ 18,732 千円

2 1 施設維持管理及び運営事業（本館・分館） 定例 76,968 千円

3 1 会議室の利用貸出事業 定例 ― 千円

4 1 図書館協議会事業 定例 480 千円

5 1 図書館資料収集事業（本館・分館） 定例 103,095 千円

6 1 図書館利用及び貸出事業（本館・分館） 定例★ 114,203 千円

7 1 移動図書館運営事業 定例 2,601 千円

8 1 図書室、図書コーナー運営事業 定例 30,810 千円

9 1 図書館自主事業（本館・分館） 定例★ 606 千円

10 1 視聴覚資料事業 定例★ 6,675 千円

11 1 各図書館協会事務事業 定例 213 千円

12 1 図書館の相互利用事業 定例 138 千円

13 1 図書館資料予約事業 定例★ 13,728 千円

14 1 学校図書館との連携事業 定例 ― 千円

15 2 子ども読書活動推進事業 定例★ 7,941 千円

16 - 災害応急対策活動（本館・分館） 定例 ― 千円

17 - 庁内共通事務（本館・分館） 定例 360 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

２　次世代をはぐくむ教育力に富んだまち

施策目標０７　地域社会を支える情報拠点としての機能をたかめる

基本理念

政策目標

教育推進部　図書館

主な第２次実施計画事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　図書館の充実

　「浜見平地区まちづくり計画」に位置づけられた公
共施設ゾーンにおいて、既存施設の他、関係機関との
協議を行い地域の生活拠点として相応しい機能付加を
図ることとされています。その一環として、浜見平地
区複合施設の整備が進んでおり、公共施設スペースに
図書室（浜見平分室）を設置し、所蔵資料の貸出、返
却、資料相談業務を行い周辺地域の読書環境整備を進
めます。

事業実施年度 26年度

新規

事業主体 市

 指標

図書室の整備

 目標

平成25年度

平成26年度

関係課協議

開室準備

政策的事業

（仮称）浜見平地区複合施設
整備事業（図書室）

平成27年度
開室

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖■

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南■

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 18,732 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　図書館の充実

　貸出や返却の利便性を高め、更に利用しやすい環境
を整えるとともに、読書相談やレファレンスサービス
などを充実します。
　また、既存施設を利用し、図書の予約、予約図書の
受取や図書の返却が行えるよう、貸出窓口の増設を行
います。

※資料の貸出冊数（平成23年度）：本館639,505
冊・分館130,254冊

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

資料の貸出冊数

 目標

平成25年度

平成26年度

本館810,000冊
分館150,000冊

本館810,000冊
分館150,000冊

定例・定型的事業

図書館利用及び貸出事業（本
館・分館）

平成27年度
本館810,000冊
分館150,000冊

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 114,203 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　図書館の充実

　市民の自主的な学習活動の契機とその推進を目的と
して、参加者へのアンケートや他の施設の情報を生か
した事業計画を作成します。また、市民の要望に即し
た事業の選定を行い、講座などは、終了後の活動につ
ながるよう仲間作りができる運営を行います。

※自主事業開催数（平成23年度）：本館12事業・分
館２事業

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

自主事業開催数

 目標

平成25年度

平成26年度

本館12事業
分館２事業

本館12事業
分館２事業

定例・定型的事業

図書館自主事業（本館・分
館）

平成27年度
本館12事業
分館２事業

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 606 千円

一般会計

 施策の方向性
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

２　次世代をはぐくむ教育力に富んだまち

施策目標０７　地域社会を支える情報拠点としての機能をたかめる

基本理念

政策目標

教育推進部　図書館

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　図書館の充実

　市民の要望を把握し、視聴覚資料の収集及び貸出を
行います。

※ＣＤ、ＤＶＤ及びビデオテープ貸出点数（平成23
年度）：83,686点

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

CD、DVD及びビ
デオテープ貸出点
数

 目標

平成25年度

平成26年度

85,000点

86,000点

定例・定型的事業

視聴覚資料事業

平成27年度
87,000点

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 6,675 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　図書館の充実

　利用者サービスの充実のため、インターネット予約
や配送委託を活用した香川分館・分室での貸出・返却
サービスを継続的に実施します。また、インターネッ
ト予約における受取窓口の拡大などの検討を行いま
す。

※インターネット利用等予約点数（平成23年度）：
149,437点

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

インターネット利
用等予約点数

 目標

平成25年度

平成26年度

160,000点

162,000点

定例・定型的事業

図書館資料予約事業

平成27年度
165,000点

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 13,728 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　読書に親しむ環境づくり

　子ども読書活動の普及と啓発のために、家庭での読
み聞かせが行えるよう、読み聞かせの方法と絵本の配
布を乳幼児とその保護者に行うブックスタートや学校
図書館等との連携事業を実施します。併せて、本事業
に携わるボランティア団体の育成と資質の向上のため
研修等を実施します。

※ブックスタートパック配布数（平成23年度）：
1,624パック

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

ブックスタート
パック配布数

 目標

平成25年度

平成26年度

1,800パック

1,800パック

定例・定型的事業

子ども読書活動推進事業

平成27年度
1,800パック

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 7,941 千円

一般会計

 施策の方向性
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                   教育推進部 教育政策課 
政策目標２ 次世代をはぐくむ教育力に富んだまち 
施策目標0８ 教育理念を実現する政策を推進する 
 

 

 
 
 
 
 
   

１ 教育力の向上 

茅ヶ崎の教育力が、学校教育の充実とともに、社会教育の展開により、幼児期の教育が振興され、

地域の教育力や家庭の教育力が向上し、次世代の育成に向けての推進力となるよう取り組みます。 

 

  ２ 基礎研究に基づく重点施策の立案と事業展開 

茅ヶ崎の教育がその効果を発揮できるよう、基礎研究に基づいて重点施策を立案し、事業を展開

します。 

 

  ３ 教育マネジメントの推進  

教育行政を効率的・効果的に運営するため、政策・施策の点検・評価を実施し、総合的な進行管

理を行います。 

 
 
 

効果的に教育行政を推進するため、教育基本計画審議会を開催し、教育委員会の事務の点検・評価

と教育基本計画の進行管理を一体的に行います。地域や市民のニーズに沿った教育施策を展開するた

め、市民、教職員、教育委員会事務局職員により地域教育懇談会を開催し、教育に関する課題につい

て意見交換を行います。 

 
 

 

指標名 現状値 
平成 27 年度 

の目標値 
指標の説明・意図 

地域教育懇談

会の参加者数 
288 人 

（平成 23 年度） 
400 人 

市における教育の現状と市民ニーズを把握し、茅ヶ崎

市が進める教育政策の基礎資料とするとともに、情報の

共有化を図り、相互理解を深めるための地域教育懇談会

への参加者数を測ります。 

平成 23 年度参加者数 288 人に対し、毎年 30 人増を目

指し、400 人を目標としました。 

教育施策の点

検評価の結果

の施策への反

映数 

４施策 

（平成 23 年度） 
９施策 

点検・評価の結果は、施策や事務事業などの企画立案

作業における重要な情報です。この結果を活用し、当該

年度以降に適切に反映することで教育基本計画の理念

を実現するための施策を推進します。 

教育基本計画に位置づけられた９つの施策全てに知

見を活用することを目標としました。 

施策目標：８ 

教育理念を実現する政策を推進する  （教育政策課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

 施策目標における３年間の目指すべき方向性 
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第２次実施計画事業一覧表

基本理念１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

政策目標２　次世代をはぐくむ教育力に富んだまち

施策目標０８　教育理念を実現する政策を推進する

教育推進部　教育政策課

12 件定例・定型的事業 6 百万円政策的事業 1 件

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 一般会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 3 教育基本計画の推進 政策★ 3,787 千円

2 1 学校規模の適正化 定例★ ― 千円

3 1 学齢児童・生徒数の推計 定例 ― 千円

4 1 教育活動啓発事業 定例 ― 千円

5 1 地域教育懇談会に係る事務 定例★ ― 千円

6 2 家庭教育応援プログラム推進事務 定例 ― 千円

7 2 教育基本計画第３次実施計画の策定 定例 ― 千円

8 2 教育施策の企画調整 定例 480 千円

9 3 教育施設整備計画の総合調整 定例 ― 千円

10 - 教育委員会内共通事務 定例 894 千円

11 - 災害応急対策活動 定例 ― 千円

12 - 庁内共通事務 定例 384 千円

13 - 部内調整事務 定例 ― 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業

89



１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

２　次世代をはぐくむ教育力に富んだまち

施策目標０８　教育理念を実現する政策を推進する

基本理念

政策目標

教育推進部　教育政策課

主な第２次実施計画事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　教育マネジメントの推進

　教育基本計画に位置づけられた基本理念・政策・施
策などを達成するため、教育基本計画審議会からの外
部評価を各施策等へ反映するとともに教育基本計画の
進行管理、進ちょく度の確認、見直しを行います。

※教育委員会の点検・評価の作成（平成24年度）：
８月

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

教育委員会の点
検・評価の作成

 目標

平成25年度

平成26年度

８月

８月

政策的事業

教育基本計画の推進

平成27年度
８月

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 3,787 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　教育力の向上

　大規模な住宅等の開発により児童・生徒数が増加
し、過大規模となっている学校について、適正化を進
めます。また学校の保有教室数を調査し、学齢児童・
生徒数の推計に基づく学級数と比較し、課題抽出を行
い、対応策について調整を図ります。

※学校の保有教室調査（平成23年度）：1回

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

学校の保有教室調
査

 目標

平成25年度

平成26年度

１回

１回

定例・定型的事業

学校規模の適正化

平成27年度
１回

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 － 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　教育力の向上

　教育委員会の情報提供の充実と市民ニーズの把握を
図り、茅ヶ崎市の実情に沿った教育施策の基礎資料と
するため、地域に出向き、保護者を含む地域の方々・
学校関係者・行政職員などが小グループで教育に関す
る課題等について話し合う地域教育懇談会を開催しま
す。

※地域教育懇談会の開催数（平成23年度）：18回

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

地域教育懇談会の
開催数

 目標

平成25年度

平成26年度

10回

10回

定例・定型的事業

地域教育懇談会に係る事務

平成27年度
10回

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 － 千円

一般会計

 施策の方向性
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                  教育推進部 教育センター 
政策目標２ 次世代をはぐくむ教育力に富んだまち 
施策目標0９ 子どもの健やかな育ちを促す教育を研究し支援する 
 

 

 
 
 
 
 
   

１ 子どもの成長発達についての調査・研究 

幼児期からの成長過程の中で、どのような経験をすることが豊かな人間性と自律性をはぐくむこ

とにつながっていくのか、教育的側面から研究します。 

 

  ２ 教育課題についての調査・研究 

子どもたちの学習や生活の状況を把握し、幼児期の教育のあり方など教育課題の調査・研究を進

め、学校教育と社会教育の新たな取り組みの展開につなげます。 

 

  ３ 教職員の研修機会の提供と学校の支援 

児童･生徒の学び続ける意欲と豊かな人間性をはぐくむために必要な教育者としての資質や指導

力向上に向けた研修機会の提供と学校支援を実施します。 

 

  ４ 質の高い授業づくりの支援 

学習内容・指導方法に関する実際的な授業研究を踏まえ、質の高い授業の実践を目指した学校づ

くりを実現するための研修を展開します。 

 

  ５ 相談・支援体制の充実 

子どもたちが抱える問題や課題の解決のために必要な相談・支援体制を充実します。特に、教育

相談について、相談者のニーズに応じた総合的、横断的な取り組みができる体制を構築します。 

 
 
 
 

幼児期の教育に関する基礎研究をはじめ、教育課題について調査研究を進めるとともに、その研究

成果を広く市民や保護者の方々、教育関係者が共に学ぶ場を提供します。また、情報社会の進展等に

伴い、児童・生徒が抱える悩みや課題も複雑化する中、安心して学校生活が送れるように心の教育相

談室の開室日を増やし、児童・生徒が必要とするときに気軽に相談できる環境を整えます。 

 
 
 
 
 
 

施策目標：９ 

子どもの健やかな育ちを促す教育を研究し支援する  （教育センター） 

 施策の方向性 

 施策目標における３年間の目指すべき方向性 
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                  教育推進部 教育センター 
政策目標２ 次世代をはぐくむ教育力に富んだまち 
施策目標0９ 子どもの健やかな育ちを促す教育を研究し支援する 
 

 

 
 

 

指標名 現状値 
平成 27 年度 

の目標値 
指標の説明・意図 

教育関係職員の

研修等の参加者

数 

1,867 人 

（平成 23 年度） 
1,900 人 

平成 24 年度からの初任者研修をはじめとする基本研

修体系の見直しの中で、関係機関と連携しながら教員の

研修を充実させるとともに、新たに家庭教育・幼児期の

教育に関する講座等の研修機会を提供することで、参加

者数の維持を目標としました。 

青少年教育相談

室の相談件数 
2,055 件 

（平成 23 年度） 
2,000 件 

平成 23 年度に相談室の増設を完了しました。心の教

育相談員の勤務日数拡充等により、各学校における相談

機能の充実を目指しているため、青少年相談室での相談

件数は、現状維持の方向で目標としました。 

市民・保護者の

講座等の参加者

数 

329 人 

（平成 23 年度） 
350 人 

平成 23 年度新たに研究成果を基にした幼児期の教育

に関する講座やシンポジウムを開催したことから、参加

者数の大幅な増加となりました。今後は、より効果的な

家庭教育支援を目指し、少人数による出前講座等を充実

していくことを考慮した参加者数を目標としました。 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
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第２次実施計画事業一覧表

基本理念１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

政策目標２　次世代をはぐくむ教育力に富んだまち

施策目標０９　子どもの健やかな育ちを促す教育を研究し支援する

教育推進部　教育センター

28 件定例・定型的事業 224 百万円政策的事業 1 件

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 一般会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 5 心の教育相談事業 政策★ 72,125 千円

2 1 幼児期の教育に関する基礎研究・研修事業 定例★ 5,982 千円

3 1 「子どもの教育」講座・講演事業 定例★ 1,887 千円

4 1 保幼小中等教育連携研究事業 定例 180 千円

5 1 教育センター研究研修管理運営 定例 12,924 千円

6 1 教育情報ホームページ等広報事業 定例 ― 千円

7 2 茅ヶ崎教育調査研究推進事業 定例 1,140 千円

8 2 子どもたちの学習・生活状況に関する調査研究事業 定例 279 千円

9 2 茅ヶ崎教育史研究事業 定例 279 千円

10 2 調査研究成果の発信啓発事業 定例 90 千円

11 2 神奈川県教育研究所連盟関係研究推進事業 定例 108 千円

12 3 初任者研修等教職員人材育成事業 定例★ 17,064 千円

13 3 神奈川県立総合教育センター等関係研修推進事業 定例 ― 千円

14 3 教育研究会等交付金事業 定例 17,407 千円

15 4 学校内研修支援事業 定例★ 11,772 千円

16 4 授業改善に関する調査研究事業 定例 288 千円

17 4 質の高い授業実践講座事業 定例 180 千円

18 4 教育センター図書刊行事業 定例 13,785 千円

19 4 茅ヶ崎市創意工夫研究作品展事業 定例 753 千円

20 4 顕微鏡観察用微小生物提供事業 定例 ― 千円

21 4 教育センター・トワイライトセミナー事業 定例 ― 千円

22 4 教育情報・資料収集整理事業 定例 ― 千円

23 4 教育資料・物品等貸出事業 定例 ― 千円

24 5 青少年教育相談事業 定例★ 41,895 千円

25 5 教育センター教育相談管理運営 定例 1,158 千円

26 5 あすなろ教室（適応指導教室）事業 定例 24,771 千円

27 5 スクールカウンセラー活用事業 定例 195 千円

28 - 災害応急対策活動 定例 ― 千円

29 - 庁内共通事務 定例 ― 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

２　次世代をはぐくむ教育力に富んだまち

施策目標０９　子どもの健やかな育ちを促す教育を研究し支援する

基本理念

政策目標

教育推進部　教育センター

主な第２次実施計画事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

５　相談・支援体制の充実

　学校内における相談活動の充実を図るため、心の教
育相談員の勤務日数を拡充し、児童・生徒が必要とし
ているときに応じることができる相談環境を整えま
す。

※心の教育相談員の勤務日数（平成23年度）：120
日

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

心の教育相談員の
勤務日数

 目標

平成25年度

平成26年度

132日

144日

政策的事業

心の教育相談事業

平成27年度
160日

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 72,125 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　子どもの成長発達についての調
査・研究

　健やかな心身の調和的な発達に必要な教育のあり方
について、幼児期を核とした基礎研究を進めます。そ
の情報提供の一つの機会として、響きあい教育セミ
ナー及び響きあい教育シンポジウムを開催します。

※基礎研究の公開件数（セミナー、シンポジウム等）
（平成23年度）：２件

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

基礎研究の公開件
数（セミナー、シ
ンポジウム等）

 目標

平成25年度

平成26年度

２件

２件

定例・定型的事業

幼児期の教育に関する基礎研
究・研修事業

平成27年度
２件

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 5,982 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　子どもの成長発達についての調
査・研究

　市長部局及び教育委員会等の関係機関と連携を深
め、市民の教育への意識醸成に繋がっていく内容の講
座を開催します。子育ての情報を必要としている方、
子育て中の市民の方が参加しやすい身近な場所で講座
を実施します。

※講座講演参加者数（平成23年度）：744人

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

講座講演参加者数

 目標

平成25年度

平成26年度

540人

580人

定例・定型的事業

「子どもの教育」講座・講演
事業

平成27年度
620人

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 1,887 千円

一般会計

 施策の方向性
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

２　次世代をはぐくむ教育力に富んだまち

施策目標０９　子どもの健やかな育ちを促す教育を研究し支援する

基本理念

政策目標

教育推進部　教育センター

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　教職員の研修機会の提供と学校
の支援

　「学校内研修支援事業」との連携を図り、新採用か
ら４年経験者までの５年間の若手教員のための研修を
行います。初任者研修から1年経験者研修までの２年
間を繋がりのある研修として実施するために、市内
３２校を近隣のブロックに編成し、ブロック内で交流
する実践研修を行います。

※研修対象者（平成23年度）：227人

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

研修対象者

 目標

平成25年度

平成26年度

200人

200人

定例・定型的事業

初任者研修等教職員人材育成
事業

平成27年度
200人

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 17,064 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　質の高い授業づくりの支援

　校内研究・研修のテーマとも関連づけした学習指導
講座を行い、学校での実践の場を中心とした学びを創
る教職員人材育成の支援を行います。

※学習指導講座参加者数（平成23年度）：885人

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

学習指導講座参加
者数

 目標

平成25年度

平成26年度

1,000人

1,050人

定例・定型的事業

学校内研修支援事業

平成27年度
1,100人

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 11,772 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

５　相談・支援体制の充実

　青少年の健全育成へのよりよい支援・相談業務を推
進するために、電話相談及び面接相談を実施するとと
もに、学校及び適応指導教室に通うことができないひ
きこもり傾向の児童・生徒への支援・相談業務とし
て、不登校児童・生徒訪問相談を実施します。
　また、面接相談に係る児童・生徒を対象に、保護者
の要請により心理相談員が学校を訪問する「小・中学
校要請教育相談」を実施します。

※相談体制の維持（平成23年度）：青少年教育相談
員10人

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

相談体制の維持

 目標

平成25年度

平成26年度

青少年教育相談員
　10人

青少年教育相談員
　10人

定例・定型的事業

青少年教育相談事業

平成27年度
青少年教育相談員

　10人

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 41,895 千円

一般会計

 施策の方向性
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり 
政策目標３ 次代に向かって教育環境ゆたかなまち 

 
 
 
 
 
 
 
◇ より広い視野から教育方針を決定している 

◇ 一貫した教育方針を基に、安定した継続性のある施策を実施している 

◇ 教育行政の推進と学校教育環境の充実が図られている 

◇ 教育施設の改善が進み、児童・生徒の安全性、快適性が保たれている 

◇ 児童・生徒が健康で安全・安心な学校生活を送ることができる教育環境が整備されている 

◇ 地産地消、食の安全、栄養バランスなど、食育に配慮された給食が提供され、児童・生徒 

たちが健やかに育っている 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一般会計 事業件数 概算事業費 

政策的事業 33 3,943百万円

定例・定型的事業 102 3,229百万円

職員給与費          3,403百万円

一般会計概算事業費合計         10,575百万円

 
政策目標の達成に向けた経営改善の視点 

主な取り組みの方向性 
事業の実施にあたっては、効果的な内容の事業を、効率的な手

法で進めるよう、常に見直しを行います。また、慣習に従って行

っている事業の必要性や処理プロセスを、改めて精査します。 

 

次代に向かって教育環境ゆたかなまち 
（教育総務部） 

 目指すべき将来像 

教育環境
政策目標 

３ 

政策目標における３年間の目指すべき方向性 児童・生徒数は、全国的には減少傾向にありますが、茅ヶ崎市ではしばらくの間増加するもの

と見込まれています。これを踏まえ、長期的視点に立ち、教育環境のハード・ソフト両面にわた

る整備・充実を図ります。 

 学校校舎や屋内運動場の耐震工事は終了しています。大規模改修事業や環境改善事業により学

校施設の格差を解消し、児童・生徒が快適で充実した教育環境の中で学べるよう学校施設の整備

を進めます。 

 健やかな体をはぐくむため、質の良い給食の提供、健康管理に関する指導と助言体制を整備し

ます。また、確かな学力と豊かな人間性をはぐくむため、教職員の確保と適正な配置などにより、

児童・生徒が安全・安心に学べる良好な教育環境と質の高い教育を受けられる体制を整えます。

政策目標における３年間の目指すべき方向性 
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                   教育総務部 教育総務課 
政策目標３ 次代に向かって教育環境ゆたかなまち 
施策目標１0 円滑に教育行政を進める 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

指標名 現状値 
平成 27 年度 

の目標値 
指標の説明・意図 

小学校の学校

図書館の蔵書

率 100％の学

校数 

18 校 
（平成 23 年度） 

19 校 

児童の読書環境充実のため、引き続き学校図書館の蔵

書整備に努め、国が定める小学校の学校図書館の蔵書率

100%を、市立小学校全 19 校で達成することを目標とし

ました。 

中学校の学校

図書館の蔵書

率 100％の学

校数 

３校 
（平成 23 年度） 

７校 

生徒の読書環境充実のため、引き続き学校図書館の蔵

書整備に努め、国が定める中学校の学校図書館の蔵書率

100％を、市立中学校全 13 校のうち７校で達成すること

を目標としました。 

教育施設業務

員に占める正

規職員（再任用

職員を除く）の

割合 

50/64 
（平成 23 年度） 

42/64 

学校の市費正規職員退職時には、再任用職員を充て、

再任用職員が不足するときは臨時的任用職員を充てる

ことで、教育施設業務に従事する正規職員の削減を図り

ます。32 校に 2 人ずつ配置した教育施設業務員のうち

正規職員（再任用職員を除く）を、50人から 42 人にす

ることを目標としました。 

施策目標：１０ 

円滑に教育行政を進める  （教育総務課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

 施策目標における３年間の目指すべき方向性 

１ 理解され、信頼される教育行政の推進 

  教育委員会の役割や活動について情報を発信し、市民から理解され、信頼される教育行政を推進

します。 
 
２ 教育行政の効率的・効果的な運営 

  教育行政を効率的・効果的に運営するため、継続性のある施策を充実したものとするとともに、

組織、人事、事務管理の一層の適正化を図ります。 
 
３ 教育効果を発揮できる環境づくり 

  教育効果を発揮できる教育行政を円滑に推進するため、教育を取り巻く社会環境の変化などに対

し、充実した審議で適切な意思決定とそれに伴う施策を実現できる環境づくりを進めます。 
 
４ 学校備品などの適正管理 

  教育環境と授業の充実を図り、児童・生徒の学ぶ意欲をはぐくむため、学校備品、学校遊具・体

育器具の管理を適正に行います。 

積極的な情報発信を行うなど、市民から信頼される教育委員会を運営します。事務局や学校の運営

では、市費正規職員退職時に再任用職員や臨時的任用職員を充て、人件費の縮減に努めつつ、円滑な

業務を行います。児童・生徒のために、老朽化が進む学校備品を必要に応じて点検・修理・更新を進

めることや学校図書館の蔵書整備に努め、より良い教育環境を整えます。 
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第２次実施計画事業一覧表

基本理念１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

政策目標３　次代に向かって教育環境ゆたかなまち

施策目標１０　円滑に教育行政を進める

教育総務部　教育総務課

23 件定例・定型的事業 2,264 百万円政策的事業 6 件

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 一般会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 2 教育委員会事務局及び小中学校に係る人事管理事務 政策 66,134 千円

2 2 教育委員会事務局及び小中学校に係る総務事務 政策 5,491 千円

3 2 小学校臨時職員等の雇用に関する事務 政策 348,148 千円

4 2 中学校臨時職員等の雇用に関する事務 政策 52,458 千円

5 4 小学校の大型備品等の整備 政策 10,409 千円◆国の緊急経済対策対象事業

6 4 中学校の大型備品等の整備 政策 8,138 千円◆国の緊急経済対策対象事業

7 1 危機管理体制の構築 定例 ― 千円

8 1 教育委員会の運営業務 定例★ 20,443 千円

9 1 教育委員会表彰の事務 定例 1,308 千円

10 2 学校備品等の廃棄 定例 10,975 千円

11 2 教育委員会予算決算事務 定例 ― 千円

12 2 小学校の運営・維持のための事務 定例★ 878,946 千円

13 2 中学校の運営・維持のための事務 定例★ 475,825 千円

14 2 労働安全衛生に係る事務 定例 60 千円

15 3 小学校の創意工夫教育支援事業 定例 10,768 千円

16 3 小学校の総合的な学習の時間に関する事業 定例 16,266 千円

17 3 小学校の特別支援学級の運営 定例 18,126 千円

18 3 中学校の創意工夫教育支援事業 定例 7,312 千円

19 3 中学校の総合的な学習の時間に関する事業 定例 11,830 千円

20 3 中学校の特別支援学級の運営 定例 8,670 千円

21 4 小学校の義務教育教材の整備 定例 66,000 千円

22 4 小学校の体育器具、遊具の点検、修理業務 定例 29,325 千円

23 4 小学校の備品等の整備 定例 76,399 千円

24 4 中学校の義務教育教材の整備 定例 63,150 千円

25 4 中学校の体育器具の点検、修理業務 定例 23,148 千円

26 4 中学校の備品等の整備 定例 54,729 千円

27 - 災害応急対策活動 定例 ― 千円

28 - 庁内共通事務 定例 ― 千円

29 - 部内調整事務 定例 ― 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業

◆国の緊急経済対策対象事業…国の緊急経済対策により、平成24年度補正予算に計上した事業
　　　　　　　　　　　　　 （補正予算に係る事業費は、３か年の実施計画事業費に含まれていません。）
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

３　次代に向かって教育環境ゆたかなまち

施策目標１０　円滑に教育行政を進める

基本理念

政策目標

教育総務部　教育総務課

主な第２次実施計画事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　理解され、信頼される教育行政
の推進

　教育委員会の活動を広く伝えるとともに、教育委員
活動の調整を行います。教育行政を推進し、教育委員
会議の円滑な運営に務めます。

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

教育委員会の開催
回数

 目標

平成25年度

平成26年度

12回

12回

定例・定型的事業

教育委員会の運営業務

平成27年度
12回

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 20,443 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　教育行政の効率的・効果的な運
営

　授業、行事等で必要な学校管理用消耗品の購入や、
電気・上下水道・ガス・電話の料金の支払い、複写
機・印刷機・電話機・ファックス等の配備、文書ファ
イリングシステムの維持など、市立小学校の運営・維
持に必要な事務を行います。

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

小学校の数

 目標

平成25年度

平成26年度

19校

19校

定例・定型的事業

小学校の運営・維持のための
事務

平成27年度
19校

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 878,946 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　教育行政の効率的・効果的な運
営

　授業、行事等で必要な学校管理用消耗品の購入や、
電気・上下水道・ガス・電話の料金の支払い、複写
機・印刷機・電話機・ファックス等の配備、文書ファ
イリングシステムの維持など、市立中学校の運営・維
持に必要な事務を行います。

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

中学校の数

 目標

平成25年度

平成26年度

13校

13校

定例・定型的事業

中学校の運営・維持のための
事務

平成27年度
13校

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 475,825 千円

一般会計

 施策の方向性
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                  教育総務部 教育施設課 
政策目標３ 次代に向かって教育環境ゆたかなまち 
施策目標１１ 安全で快適な教育環境をつくる 
 

 

 
 
 
 
 
 
   

１ 教育施設の整備 

老朽化した教育施設の整備など日ごろの教育環境の向上に努めるとともに、児童・生徒をはじめ

多くの人々が安全・安心で快適に学習と利用ができるように、大規模改修事業や環境改善事業など

を行い、教育施設を整備します。 

 
 
 
 
 
新設校やこれまでに大規模改修を行った学校との学校間格差をなくすため、引き続き「公共施設整

備・再編計画」に基づき、大規模改修事業を実施し、学校施設の老朽化の防止と長寿命化を図ります。 
また、衛生面における環境改善を図るため、保護者、地域住民及び学校から多くの要望があるトイ

レ改修を進めるなど、安全で快適な教育環境を整備します。 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

指標名 現状値 
平成 27 年度 

の目標値 
指標の説明・意図 

大規模改修事

業の進捗  
10.0％ 

（平成 23 年度） 
45.0％ 

大規模改修整備事業計画校 20 校のうち、平成 23 年度
までに改修したのは２校ですが、平成 32 年度までに 20
校(小学校 14 校、中学校６校)の改修完了を目指し、平
成 27 年度までに７校の改修を行うこととし、進捗率
45％を目標としました。 

施策目標：１１ 

安全で快適な教育環境をつくる  （教育施設課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

 施策目標における３年間の目指すべき方向性 
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第２次実施計画事業一覧表

基本理念１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

政策目標３　次代に向かって教育環境ゆたかなまち

施策目標１１　安全で快適な教育環境をつくる

教育総務部　教育施設課

20 件定例・定型的事業 2,988 百万円政策的事業 15 件

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 一般会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 1 空調設備改修事業 政策 ― 千円◆国の緊急経済対策対象事業

2 1 小学校大規模改修整備事業 政策★ 1,372,469 千円◆国の緊急経済対策対象事業

3 1 小学校施設整備事業 政策★ 453,900 千円◆国の緊急経済対策対象事業

4 1 小学校トイレ改修整備事業 政策★ ― 千円◆国の緊急経済対策対象事業

5 1 小学校特別教室等空調設備設置事業 政策 10,300 千円◆国の緊急経済対策対象事業

6 1 小学校敷地底地整理事業 政策 18,142 千円

7 1 小学校施設のアスベスト対策事業 政策 ― 千円◆国の緊急経済対策対象事業

8 1 松浪小学校擁壁改修事業 政策 35,000 千円

9 1 中学校施設整備事業 政策★ 283,200 千円◆国の緊急経済対策対象事業

10 1 中学校トイレ改修整備事業 政策★ ― 千円◆国の緊急経済対策対象事業

11 1 中学校特別教室等空調設備設置事業 政策 ― 千円◆国の緊急経済対策対象事業

12 1 中学校グラウンド改修事業 政策 39,000 千円

13 1 中学校教室不足解消事業 政策 26,650 千円

14 1 学校施設利活用検討事業 政策★ ― 千円

15 1 中学校グラウンド(一校)拡張事業 政策 ― 千円

16 1 小学校施設建築基準法第１２条の法定点検の実施 定例 17,756 千円

17 1 工事の設計及び監理事務 定例 ― 千円

18 1 建築関係講習会参加 定例 643 千円

19 1 教育施設事務研究協議会参加 定例 ― 千円

20 1 学校施設整備期成会参加 定例 21 千円

21 1 小学校施設の保守管理 定例 50,191 千円

22 1 中学校施設建築基準法第１２条の法定点検の実施 定例 11,080 千円

23 1 学校施設使用許可事務 定例 ― 千円

24 1 学校施設整備補助金事務 定例 ― 千円

25 1 施設台帳管理事務 定例 ― 千円

26 1 小学校施設の維持管理 定例 101,050 千円

27 1 中学校施設の補修(小規模修繕) 定例 97,575 千円

28 1 小学校施設の補修(小規模修繕) 定例 152,937 千円

29 1 小学校敷地の借り上げ 定例 214,635 千円

30 1 省エネルギー法に基づくエネルギー管理 定例 ― 千円

31 1 中学校施設の維持管理 定例 56,688 千円

32 1 中学校施設の保守管理 定例 25,548 千円

33 1 中学校敷地の借り上げ 定例 14,692 千円

34 - 災害応急対策活動 定例 ― 千円

35 - 庁内共通事務 定例 6,201 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業

◆国の緊急経済対策対象事業…国の緊急経済対策により、平成24年度補正予算に計上した事業
　　　　　　　　　　　　　 （補正予算に係る事業費は、３か年の実施計画事業費に含まれていません。）
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

３　次代に向かって教育環境ゆたかなまち

施策目標１１　安全で快適な教育環境をつくる

基本理念

政策目標

教育総務部　教育施設課

主な第２次実施計画事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　教育施設の整備

　公共施設整備・再編計画に基づき、学校施設再整備
を推進するため、老朽化の著しい小学校の大規模改修
工事（老朽化の防止と長寿命化のため、校舎棟の外壁
改修、屋上防水、機械設備改修）を行うとともに、次
期改修校の設計業務を行います。

※改修実施校数（平成23年度）：２校

◆国の緊急経済対策により、平成24年度補正予算に
計上した事業（補正予算に係る事業費は、３か年の実
施計画事業費に含まれていません。）

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

改修工事実施校数

 目標

平成25年度

平成26年度

工事２校
設計２校

工事３校
設計３校

政策的事業

小学校大規模改修整備事業

平成27年度
工事５校
設計１校

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 1,372,469 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　教育施設の整備

　各小学校の老朽化の進行に応じて、適時、校舎棟の
外壁改修、屋上防水、電気設備及び内装改修等の改修
工事を行います。

◆国の緊急経済対策により、平成24年度補正予算に
計上した事業（補正予算に係る事業費は、３か年の実
施計画事業費に含まれていません。）

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

快適、良好な教育
環境を整備する校
数

 目標

平成25年度

平成26年度

19校

19校

政策的事業

小学校施設整備事業

平成27年度
19校

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 453,900 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　教育施設の整備

　築20年以上経過し、老朽化が著しい小学校のトイ
レを改修し、衛生面における環境の改善を図ります。

※改修済み系列数（平成24年度末）：32系列
※系列：校舎各階の同位置にあるトイレ排水施設の縦
配列

◆国の緊急経済対策により、平成24年度補正予算に
計上した事業（補正予算に係る事業費は、３か年の実
施計画事業費に含まれていません。）

事業実施年度 □

新規

事業主体 市

 指標

トイレ改修の校数

 目標

平成25年度

平成26年度

１校

-

政策的事業

小学校トイレ改修整備事業

平成27年度
-

□25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 － 千円

一般会計

 施策の方向性
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

３　次代に向かって教育環境ゆたかなまち

施策目標１１　安全で快適な教育環境をつくる

基本理念

政策目標

教育総務部　教育施設課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　教育施設の整備

　各中学校の老朽化の進行に応じて、適時、校舎棟の
外壁改修、屋上防水、電気設備及び内装改修等の改修
工事を行います。

◆国の緊急経済対策により、平成24年度補正予算に
計上した事業（補正予算に係る事業費は、３か年の実
施計画事業費に含まれていません。）

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

快適、良好な教育
環境を整備する校
数

 目標

平成25年度

平成26年度

13校

13校

政策的事業

中学校施設整備事業

平成27年度
13校

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 283,200 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　教育施設の整備

　築20年以上経過し、老朽化が著しい中学校のトイ
レを改修し、衛生面における環境の改善を図ります。

※改修済み系列数（平成24年度末）：15系列
※系列：校舎各階の同位置にあるトイレ排水施設の縦
配列

◆国の緊急経済対策により、平成24年度補正予算に
計上した事業（補正予算に係る事業費は、３か年の実
施計画事業費に含まれていません。）

事業実施年度 □

新規

事業主体 市

 指標

トイレ改修の校数

 目標

平成25年度

平成26年度

２校

-

政策的事業

中学校トイレ改修整備事業

平成27年度
-

□25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 － 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　教育施設の整備

　災害時の避難所としての機能環境を改善するととも
に、市民が主体となり避難所を運営できる体制の構築
を目指し、学校施設の管理方法について検討します。

事業実施年度 26年度

新規

事業主体 市

 指標

利活用の方策の検
討

 目標

平成25年度

平成26年度

調査・研究

調査・研究

政策的事業

学校施設利活用検討事業

平成27年度
モデル校の設定

・管理方法の検討

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 － 千円

一般会計

 施策の方向性
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                     教育総務部 学務課 
政策目標３ 次代に向かって教育環境ゆたかなまち 
施策目標１２ 健やかで安心できる学校生活を支援する 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

１ 就学が困難な児童・生徒への支援 

経済的な理由で就学が困難な児童・生徒の保護者に対して学用品費、学校給食費などを支援しま

す。 

 

  ２ 学校給食の充実 

健やかな心身の育成のため、献立を充実し、食の安全確保、衛生管理を徹底し、質の良い給食の

提供に努めるとともに、食の大切さを伝えます。 

 

  ３ 学校保健の充実 

健康診断を実施し、児童・生徒の健康状況を把握するとともに、健康管理に関する指導・助言体

制を整備し、児童・生徒の健康保持増進を図ります。 

 

  ４ 教職員の適正配置 

教職員の確保と適切な配置により、児童・生徒が効果的に教育を受けられる体制を整えます。 

 
  ５ 登下校時の児童の安全確保 
    警察など関係機関や家庭・学校・地域と連携し、登下校時の児童の安全を図ります。 

 

６ 適正な就学事務の実施 

    児童・生徒が義務教育を受けるための就学事務を適正に行います。 
 
 
 
 

児童・生徒が皆、等しく教育を受けられ、くわえて健康面や成長面から子ども達をサポートするた

め、就学が困難な児童・生徒の保護者に対して、学用品費、学校給食費などを支援します。 
学校給食調理場の施設・設備の老朽化に伴い、各調理場の整備及び配送方式により給食を提供して

いる学校に給食調理場を順次建設し、安全・安心な学校給食業務の運営を推進します。 
 
 
 

指標名 現状値 
平成 27 年度 

の目標値 
指標の説明・意図 

給食における

アレルゲン対

策施設の割合 

３校 
（平成 23 年度） 

５校 

食物アレルギーの児童に対し、施設の改修等に併せて

アレルゲン対策の施設を設置し、安全・安心な給食を提

供します。現在、給食調理場全 17 施設中４校設置が完

了し、27 年度までにさらに１校設置します。 

施策目標：１２ 

健やかで安心できる学校生活を支援する  （学務課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

 施策目標における３年間の目指すべき方向性 
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第２次実施計画事業一覧表

基本理念１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

政策目標３　次代に向かって教育環境ゆたかなまち

施策目標１２　健やかで安心できる学校生活を支援する

教育総務部　学務課

59 件定例・定型的事業 1,920 百万円政策的事業 12 件

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 一般会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 1 特別支援教育就学奨励費に係る事務（小学校） 政策 4,261 千円

2 1 特別支援教育就学奨励費に係る事務（中学校） 政策 6,300 千円

3 1 要保護及び準要保護児童就学援助(小学校） 政策★ 490,709 千円

4 1 要保護及び準要保護生徒就学援助(中学校） 政策★ 184,125 千円

5 2 学校給食の栄養管理に係る事務 政策 5,244 千円

6 2 学校施設（調理場）新設事業 政策★ 304,974 千円

7 2 共同調理場の受配校との調整 政策 6,579 千円

8 3 保健室・調理場の備品購入に係る事務（小学校） 政策 2,660 千円

9 3 保健室の備品購入に係る事務（中学校） 政策 655 千円

10 4 市費教員任用事業 政策★ 52,824 千円

11 6 学齢簿の編製及び加除訂正に係る事務 政策 17,367 千円

12 6 教育事務委託に係る事務 政策 137,638 千円

13 2 学校給食の衛生管理に係る事務 定例 ― 千円

14 2 学校給食の管理に係る事務 定例 14,691 千円

15 2 学校給食の管理及び運営に係る事務 定例 61,005 千円

16 2 学校給食の調理 定例 ― 千円

17 2 学校給食の調理、運搬及び施設の維持に係る事務 定例 135,960 千円

18 2 学校給食運搬車の維持管理に係る事務 定例 108 千円

19 2 学校給食施設の維持管理に係る事務 定例 40,824 千円

20 2 学校給食用物資の購入 定例 ― 千円

21 2 共同・単独調理場の衛生管理に係る事務 定例 17,570 千円

22 2 共同調理場の維持管理 定例 ― 千円

23 2 共同調理場の維持管理に係る事務 定例 12,390 千円

24 2 共同調理場の調理機器等の維持管理に係る事務 定例 11,835 千円

25 2 共同調理場施設設備の点検 定例 717 千円

26 2 食育推進に係る事務 定例 ― 千円

27 2 単独調理場の維持管理に係る事務 定例 25,773 千円

28 3 学校医等の公務災害補償の支給に係る事務 定例 90 千円

29 3 学校環境衛生管理に係る事務（小学校） 定例 11,067 千円

30 3 学校環境衛生管理に係る事務（中学校） 定例 6,963 千円

31 3 学校事故見舞金の支給に係る事務 定例 ― 千円

32 3 学校職員の定期健康診断及び産業医の面接指導に係る事務(小学校) 定例 28,365 千円

33 3 学校職員の定期健康診断及び産業医の面接指導に係る事務(中学校) 定例 17,277 千円

34 3 学校保健の管理に係る事務（小学校） 定例 89,990 千円

35 3 学校保健の管理に係る事務（中学校） 定例 48,429 千円

36 3 学校保健の推進に係る事務 定例 2,559 千円

37 3 災害共済及び損害補償に係る事務（小学校） 定例 42,848 千円

38 3 災害共済及び損害補償に係る事務（中学校） 定例 20,314 千円

39 3 児童の健康管理に係る事務 定例 51,924 千円

40 3 小学校修学旅行への医療従事者の派遣 定例 1,512 千円

41 3 生徒の健康管理に係る事務 定例 27,201 千円

42 3 中学校修学旅行への医療従事者の派遣 定例 3,243 千円

43 3 保健室の維持管理に係る事務（小学校） 定例 3,000 千円

44 3 保健室の維持管理に係る事務（中学校） 定例 150 千円

45 4 １５市学校教育課長会議に係る事務 定例 ― 千円

46 4 教職員の休業・休職に係る事務 定例 ― 千円

47 4 教職員の研修・派遣に係る事務 定例 ― 千円

48 4 教職員の公務・通勤災害に係る事務 定例 ― 千円

49 4 教職員の採用・辞職・配置換に係る事務 定例★ ― 千円

50 4 教職員の事故報告に係る事務 定例 ― 千円

51 4 教職員の昇給・昇格に係る事務 定例 ― 千円

52 4 教職員の表彰に係る事務 定例 33 千円

53 4 教職員の服務の監督・指導に係る事務 定例 ― 千円

54 4 教職員の分限・懲戒に係る事務 定例 ― 千円
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第２次実施計画事業一覧表

基本理念１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

政策目標３　次代に向かって教育環境ゆたかなまち

施策目標１２　健やかで安心できる学校生活を支援する

教育総務部　学務課

55 4 教職員の免許資格に係る事務 定例 ― 千円

56 4 教職員団体との交渉に係る事務 定例 ― 千円

57 4 市教委主催の福利厚生事業に係る事務 定例 ― 千円

58 4 湘三管内人事担当者会議に係る事務 定例 ― 千円

59 4 湘南教職員福利厚生会に係る事務 定例 22,590 千円

60 4 臨時教職員の採用・辞職・内申・登録に係る事務 定例 ― 千円

61 5 児童生徒の事故報告及び通学の安全確保に係る事務 定例★ ― 千円

62 6 学級編制事務 定例 ― 千円

63 6 学校旅行総合保険に係る事務 定例 940 千円

64 6 学齢児童生徒の就学及び転出入学に係る事務 定例 ― 千円

65 6 学齢児童生徒の就学及び転出入学に係る事務（小学校出席簿） 定例 196 千円

66 6 学齢児童生徒の就学及び転出入学に係る事務（中学校出席簿） 定例 88 千円

67 6 校長会交付金に係る事務 定例 6,705 千円

68 6 児童・生徒数（実数・見込数）の調査把握 定例 ― 千円

69 6 例月の児童生徒転入学転出学報告及び児童・生徒数調査 定例 ― 千円

70 - 災害応急対策活動 定例 ― 千円

71 - 庁内共通事務 定例 ― 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

３　次代に向かって教育環境ゆたかなまち

施策目標１２　健やかで安心できる学校生活を支援する

基本理念

政策目標

教育総務部　学務課

主な第２次実施計画事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　就学が困難な児童・生徒への支
援

　経済的理由により就学困難な児童の保護者に就学援
助費を支給します。併せて、就学援助制度の周知を行
うとともに、子どもたちを取り巻く社会経済情勢・生
活環境などの変化に対応した制度運用を図ります。ま
た、給食費未納者対策として学校給食費の口座への振
り込みを実施します。

※支給件数（平成23年度）：7,268件

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市・国

 指標

支給件数

 目標

平成25年度

平成26年度

7,200件

7,300件

政策的事業

要保護及び準要保護児童就学
援助(小学校）

平成27年度
7,400件

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 490,709 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　就学が困難な児童・生徒への支
援

　経済的理由により就学困難な生徒の保護者に就学援
助費を支給します。併せて、就学援助制度の周知を行
うとともに、子どもたちを取り巻く社会経済情勢・生
活環境などの変化に対応した制度運用を図ります。ま
た、給食費未納者対策として学校給食費の口座への振
り込みを実施します。

※支給件数（平成23年度）：2,861件

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市・国

 指標

支給件数

 目標

平成25年度

平成26年度

2,800件

2,850件

政策的事業

要保護及び準要保護生徒就学
援助(中学校）

平成27年度
2,900件

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 184,125 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　学校給食の充実

　小学校19校のうち受配校３校に単独調理場を設置
し、児童に温かい学校給食を提供するとともに、アレ
ルギー児対応や食育の推進を図ります。平成25年度
に１校について設計を行い、26年度に設置工事を実
施し、また次期設置校の設計を行います。

事業実施年度 26年度

新規

事業主体 市

 指標

単独調理場施設数

 目標

平成25年度

平成26年度

16校

16校

政策的事業

学校施設（調理場）新設事業

平成27年度
17校

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東■

小和田■ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 304,974 千円

一般会計

 施策の方向性
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

３　次代に向かって教育環境ゆたかなまち

施策目標１２　健やかで安心できる学校生活を支援する

基本理念

政策目標

教育総務部　学務課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　教職員の適正配置

　授業離脱などの生徒指導上の問題を抱えている学校
や、集団生活になじめず教室を飛び出してしまうなど
個別指導が必要な児童生徒がいる学校があり、学習の
保障や学校運営に影響が出ている状況があります。　
　さまざまな教育課題に臨機応変に対応し、学校教育
の質を高めるため市費による教員を任用します。

※市費教員（非常勤嘱託職員）の任用（平成23年
度）：８人

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

市費教員（非常勤
嘱託職員）の任用

 目標

平成25年度

平成26年度

６人

６人

政策的事業

市費教員任用事業

平成27年度
６人

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 52,824 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　教職員の適正配置

　県費負担教職員の採用・辞職・配置換に必要な事務
手続を行います。

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

内申回数

 目標

平成25年度

平成26年度

年３回

年３回

定例・定型的事業

教職員の採用・辞職・配置換
に係る事務

平成27年度
年３回

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 － 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

５　登下校時の児童の安全確保

　登下校中の事故をなくし、安全で安心して学校に通
える環境整備を要請します。

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

学校・関係部署と
の調整時期

 目標

平成25年度

平成26年度

９月

９月

定例・定型的事業

児童生徒の事故報告及び通学
の安全確保に係る事務

平成27年度
９月

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 － 千円

一般会計

 施策の方向性
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり 
政策目標４ 多様な機会に学び、活動し、交流する、豊かな感性をはぐくむまち 

 
 
 
 
 
 
 
 
◇ 市民の学習意欲に応えて、学習拠点とともに、市民、大学、事業者などとの協働によって 

新しい学習の場や機会が充実している 

◇ 地域文化への愛着と未来への創造力があふれ、だれもが自然に文化・芸術に親しんでいる 

◇ 世代を超えてスポーツに親しみ、健康に暮らしている人が増えている 

◇ 互いを尊重しながら、自らの意思で積極的に等しく社会に参画できる環境が整っている 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一般会計 事業件数 概算事業費 

政策的事業 29 3,093百万円

定例・定型的事業 47 299百万円

職員給与費           713百万円

一般会計概算事業費合計          4,105百万円

 
政策目標の達成に向けた経営改善の視点 

主な取り組みの方向性 

（仮称）柳島スポーツ公園整備事業については、ＰＦＩ方式により

施設の設計、建設、維持、管理、運営などを一体的に進めることによ

り、事業費の最適化及び経費の削減を図ります。 

財団法人茅ヶ崎市文化・スポーツ振興財団（以下「振興財団」とい

う。）の指定管理のあり方については、振興財団の設立の経緯を踏ま

え、安定的・効果的な施設運営を促進するとともに、新たに担う業務

の精査を行いながら役割の拡充を検討します。 

市民文化会館再整備事業については、既存施設の適正な修繕を行う

ことにより、市民及び利用者の利便性の向上に努め、施設の効率的な

活用を推進します。 

市民文化会館及び総合体育館の駐車場有料化事業については、庁

舎・市民文化会館・総合体育館等の利用者に対する利便性の向上、ま

た公平な受益者負担の観点から検討・実施します。 

 

多様な機会に学び、活動し、交流する、豊かな感性をはぐくむまち
（文化生涯学習部） 

 目指すべき将来像 

生涯学習 

・文化 

政策目標 

４ 

政策目標における３年間の目指すべき方向性 

平成 24 年度から「みんながまなび未来を創造する文化生涯学習のまち ちがさき」を基本理念とす

る文化生涯学習プランがスタートし、プランに位置づけられた５つの行動目標と３つの重点戦略に基

づき、文化生涯学習の振興を図る各種施策をより効果的に推進していきます。  

市民の誰もが、スポーツ・レクリエーション活動や健康づくりに取り組める環境を整備するため、（仮

称）柳島スポーツ公園の整備を進めるとともに、生涯スポーツを推進します。 

また、健康増進計画に基づき、市民一人一人の健康づくりを支援するとともに、食育推進事業の充

実を図ります。 

異なる環境で暮らす人々の生活や文化を理解し、平和の尊さを認識しながら、相互に尊重する心を

育てるとともに、国籍、年齢、障害等にかかわりなく、あらゆる人が個人として尊重され、その個性

と能力を対等に発揮できる男女共同参画社会の実現に向けた環境づくりに取り組みます。 
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり              文化生涯学習部 文化生涯学習課 
政策目標４ 多様な機会に学び、活動し、交流する、豊かな感性をはぐくむまち 
施策目標１３ まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  １ 市民の自主的な学習活動の促進 

だれもが自由に参加し、互いに学び、学んだことを生かせる学習環境を整えることにより、市民
の自主的な学習活動を促します。 

 
  ２ 生涯学習を担う人材の活用 

生涯学習を担う人材を活用して、時代の変化に対応し、自立した個人の成長を支援します。 
 
  ３ 生涯学習拠点の整備とネットワークの構築 

生涯学習の拠点を整備し、生涯学習を総合的に展開していきます。また、企業・ＮＰＯ・学校・
市民のネットワークを構築します。 
 

  ４ 芸術・文化に触れ合う機会の増加 
芸術・文化を通して、だれもが日々の暮らしを豊かにし、心の充足感、生きる力、他人に対する
優しさなどをはぐくむことができるよう努めます。 
 

  ５ 身近なところで触れる芸術活動の展開 
芸術・文化への最初の接点への取り組みや、芸術・文化鑑賞事業や創造育成事業、次世代育成事
業で「気づき」の仕掛けにより、芸術・文化になじみが薄かった層の新たな参画を促します。 
 

  ６ 市史の編さん、情報発信 
茅ヶ崎市に関する歴史資料を調査・収集・保存し、歴史講座の開催や「ヒストリアちがさき」の
刊行などにより、成果を広く発信することにより、わがまち、わが地域への愛着心をはぐくみます。 
 

  ７ 文化生涯学習プランの推進 
    本プランの基本理念「みんながまなび未来を創造する文化生涯学習のまち ちがさき」の実現に

向けて、本プランに掲げる５つの行動目標と３つの重点戦略に基づき、各種施策の効果的な推進を
図ります。 

 
 
 
 

文化生涯学習プランにかかる中間評価の実施に向けて、適切かつ円滑な進行・管理を実施するとと

もに、市民が学びや文化芸術活動に参加しやすい環境を整備し、市民の文化生涯学習活動が活発に行

われる体制の充実を図ります。また、生涯学習相談機能については、既存施設を活用する中で、専属

の相談員の配置や、図書館との連携により図書の貸出業務窓口の併設により、さらなる充実を目指し

ます。 

 
 
 

 施策の方向性 

施策目標：１３ 

まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛着を持ち、未来を創造する力

をはぐくむ                              （文化生涯学習課） 

 施策目標における３年間の目指すべき方向性 
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり              文化生涯学習部 文化生涯学習課 
政策目標４ 多様な機会に学び、活動し、交流する、豊かな感性をはぐくむまち 
施策目標１３ まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ 
 

 

 
 

 

指標名 現状値 
平成 27 年度 

の目標値 
指標の説明・意図 

市民講師登録

人数 
77 人 

（平成 23 年度） 80 人 

まなびの市民講師については、平成 24 年度より「夢

の種まき楽校茅ヶ崎分校」を開校し、「教え合い、学び

合う学習機会」を創り出すとともに、「生涯学習支援者

養成講座」や「学びフェスタ」などを活用し、登録者数

を平成 23 年度より約４％増の 80 人を目標としました。

文化芸術事業

参加者数 
312,480 人 
（平成 23 年度） 527,000 人 

市民文化会館と美術館を茅ヶ崎市の文化芸術の拠点
として捉え、同施設を訪れて文化芸術に触れた人たちの
数が増えることにより、だれもが自然に文化芸術に親し
んでいる将来の姿を目指します。 
文化芸術事業参加者数＝茅ヶ崎市民文化会館入場
者・利用者数（大ホール・小ホール・展示室・会議室・
練習室の入場者・利用者総計）＋茅ヶ崎市美術館入館者
数（入館者総計）とし、基本構想における平成 21 年度
基準値（497,519 人）に対して、参加者数は約６％増の
527,000 人を目標としました。 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
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第２次実施計画事業一覧表

基本理念１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

政策目標４　多様な機会に学び、活動し、交流する、豊かな感性をはぐくむまち

施策目標１３　まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

文化生涯学習部　文化生涯学習課

23 件定例・定型的事業 937 百万円政策的事業 9 件

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 一般会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 3 市民ギャラリー生涯学習相談体制の充実（図書館窓口の併設） 政策★ 10,813 千円

2 3 文化生涯学習ポータルサイト構築事業 政策 5,867 千円

3 4 茅ヶ崎ゆかりの人物紹介事業 政策★ 5,757 千円

4 4 茅ヶ崎市民文化会館再整備事業 政策 ― 千円

5 4 茅ヶ崎市民文化会館修繕工事 政策 ― 千円

6 4 茅ヶ崎市民文化会館駐車場有料化事業 政策 18,752 千円

7 4 指定管理に関する事業（茅ヶ崎市美術館） 政策 185,603 千円

8 4 指定管理に関する事業（茅ヶ崎市民文化会館） 政策 564,692 千円

9 7 文化生涯学習プランの推進及び支援事業 政策★ 4,685 千円

10 1 生涯学習の機会の提供 定例★ 4,401 千円

11 1 生涯学習交流サロン 定例★ 141 千円

12 2 まなび人材事業 定例★ 2,523 千円

13 3 生涯学習情報の収集・提供 定例★ 315 千円

14 4 次世代が文化芸術に触れる機会の創出事業（アウトリーチ事業等） 定例★ 600 千円

15 4 茅ヶ崎市文化・スポーツ振興財団との連絡・調整事務 定例 ― 千円

16 4 茅ヶ崎市開高健記念館事業 定例 18,624 千円

17 4 茅ヶ崎市美術館運営管理事業 定例 42,533 千円

18 4 茅ヶ崎市民文化会館維持管理事業 定例 13,257 千円

19 4 市民ギャラリーの運営管理 定例 13,749 千円

20 4 市民文化祭の開催 定例 10,083 千円

21 4 湘南広域都市行政協議会広域文化活動部会事務 定例 504 千円

22 4 藤沢市・茅ヶ崎市・寒川町収蔵作品展事業 定例 1,014 千円

23 4 美術品購入事業 定例 2,799 千円

24 4 文化活動推進及び支援事業 定例 1,347 千円

25 4 文化振興基金事業 定例 490 千円

26 5 レインボーフェスティバル事業 定例 5,130 千円

27 6 市史資料の収集・保管及び刊行事業 定例★ 22,839 千円

28 6 市史編さん委員会に係る事務 定例 375 千円

29 6 保存期間満了行政文書の整理、保存 定例 ― 千円

30 - 災害応急対策活動 定例 ― 千円

31 - 庁内共通事務 定例 ― 千円

32 - 部内調整事務 定例 ― 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

４　多様な機会に学び、活動し、交流する、豊かな感性をはぐくむまち

施策目標１３　まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

基本理念

政策目標

文化生涯学習部　文化生涯学習課

主な第２次実施計画事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　生涯学習拠点の整備とネット
ワークの構築

　市民の自主的・自発的な学習活動への支援として、
市民がアクセスしやすい市民ギャラリーに専属の相談
員を配置し、生涯学習相談機能を拡充します。
　また、図書館との連携により図書の貸出・返却業務
窓口を併設することで、さらなる学習相談の充実を目
指します。

※相談件数（平成23年度）：60件

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

相談件数

 目標

平成25年度

平成26年度

120件

130件

政策的事業

市民ギャラリー生涯学習相談
体制の充実（図書館窓口の併
設）

平成27年度
140件

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 10,813 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　芸術・文化に触れ合う機会の増
加

　ゆかりの文人等が愛用した品々や関連資料などの積
極的な情報発信・提供を図るため、市ホームページや
ポータルサイトなどのソフト面における構築を行うと
ともに、それらを展示するスペースとして、（仮称）
茅ヶ崎ゆかりの人物館の整備を進めます。

※用地取得費については平成24年度補正予算にて、
施設整備費については平成25年度補正予算にて対応
を検討し、平成26年度の供用開始を目指します。
（補正予算に係る事業費は、３か年の実施計画事業費
に含まれていません。）

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成25年度

平成26年度

庁内調整、人物館の
設計、整備着手

庁内調整、人物館の
整備、供用開始

政策的事業

茅ヶ崎ゆかりの人物紹介事業

平成27年度
人物館の運営、維持

管理、情報発信

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 5,757 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

７　文化生涯学習プランの推進

　平成24年度からスタートした「茅ヶ崎市文化生涯
学習プラン」についての目標値や指標などを中心に、
毎年度の評価・方向性の検討に加え、中間評価時には
その時点までの取り組みを総合的に評価し、必要であ
れば見直しを行い、計画の実効性を確保します。

※推進委員会開催数（平成23年度）：５回

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

推進委員会開催数

 目標

平成25年度

平成26年度

4回

4回

政策的事業

文化生涯学習プランの推進及
び支援事業

平成27年度
5回

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 4,685 千円

一般会計

 施策の方向性
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

４　多様な機会に学び、活動し、交流する、豊かな感性をはぐくむまち

施策目標１３　まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

基本理念

政策目標

文化生涯学習部　文化生涯学習課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　市民の自主的な学習活動の促進

　地域に根差した学習活動の促進のため、学習を通じ
て身につけた知識や技術の成果を生かせる、市民の企
画・運営による事業を行います。また、庁内外との連
携により、市民の多様な学習ニーズに応えます。

※講座開催回数（平成23年度）：48回

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

講座開催回数

 目標

平成25年度

平成26年度

52回

52回

定例・定型的事業

生涯学習の機会の提供

平成27年度
52回

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 4,401 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　市民の自主的な学習活動の促進

　まなびの市民講師や、団体・サークルが講師とな
り、講座や発表会を開催する中で、次世代との交流を
図ります。また、次世代を対象とした講座を実施しま
す。さらに、次世代を対象とした生涯学習の応援情報
紙を年1回1,200部発行します。

※講座開催回数（平成23年度）：３回

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

講座開催回数

 目標

平成25年度

平成26年度

12回

12回

定例・定型的事業

生涯学習交流サロン

平成27年度
12回

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 141 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　生涯学習を担う人材の活用

　まなびの市民講師の紹介事業を継続的に実施しま
す。また、講師が互いに教え合い、学び合う学習機会
の場を設けます。さらに、まなびの市民講師による講
座をメニュー化し、市民が活用しやすい形態を作り出
すとともに互いの交流スペースについてソフト面から
も検討・構築していきます。生涯学習支援者養成講座
は、多様な学習支援活動に対応できるよう、より実践
的な内容を取り入れます。

※まなびの市民講師の登録人数（平成23年度）：77
人

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

まなびの市民講師
の登録人数

 目標

平成25年度

平成26年度

64人

67人

定例・定型的事業

まなび人材事業

平成27年度
70人

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 2,523 千円

一般会計

 施策の方向性
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

４　多様な機会に学び、活動し、交流する、豊かな感性をはぐくむまち

施策目標１３　まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

基本理念

政策目標

文化生涯学習部　文化生涯学習課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　生涯学習拠点の整備とネット
ワークの構築

　幅広い世代に市民の学習活動を円滑に、しかも活発
に行われるよう学習情報の収集・発信と学習相談を行
います。なお、長期情報誌「生涯学習ガイドブッ
ク」、短期情報紙「エコー・ちがさき」をボランティ
ア編集委員の協力を得て、作成・発行します。

※情報誌（紙）の発行回数（平成23年度）：５回

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

情報誌（紙）の発
行回数

 目標

平成25年度

平成26年度

５回

５回

定例・定型的事業

生涯学習情報の収集・提供

平成27年度
５回

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 315 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　芸術・文化に触れ合う機会の増
加

　次世代を担う子どもたちの豊かな創造性、感受性を
はぐくむことを目的とした文化会館や美術館の事業と
して、アウトリーチ事業など学校との連携を図りなが
ら、より親しみやすい文化芸術の提供の場を創出しま
す。

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

事業の開催回数

 目標

平成25年度

平成26年度

年3回

年3回

定例・定型的事業

次世代が文化芸術に触れる機
会の創出事業（アウトリーチ
事業等）

平成27年度
年3回

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 600 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

６　市史の編さん、情報発信

　市民の郷土意識やまちに対する愛着心をはぐくむた
めに、資料の調査・収集・研究を継続して「市史ブッ
クレット」「市史史料集」「ヒストリアちがさき」等
を刊行します。また、歴史講座を定期的に開催しま
す。

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

事業の実施回数

 目標

平成25年度

平成26年度

市史冊子の刊行２冊
歴史講座の開催１回

市史冊子の刊行２冊
歴史講座の開催１回

定例・定型的事業

市史資料の収集・保管及び刊
行事業

平成27年度
市史冊子の刊行２冊
歴史講座の開催１回

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 22,839 千円

一般会計

 施策の方向性
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり              文化生涯学習部 スポーツ健康課 
政策目標４ 多様な機会に学び、活動し、交流する、豊かな感性をはぐくむまち 
施策目標１４ いつでも気軽にスポーツができ、心とからだを健康にできる環境をつくる 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
  １ 生涯スポーツ・健康づくりの推進 

市民のだれもが、それぞれの体力や年齢、技術、目的に応じて、いつでも、どこでも、いつまで

もスポーツに親しみ健康づくりができる、生涯スポーツと健康づくりの推進を図ります。 

 

  ２ さまざまなスポーツに取り組める環境づくり 

スポーツ人口を増やし、指導者を育成し、さまざまな種類のスポーツに多くの人が気軽に参加す

る環境づくりを進めます。 

 

  ３ スポーツ施設整備の推進 

市民のだれもが、気軽にスポーツに親しめるよう、既存スポーツ施設のバリアフリー化を含めた

機能充実と新たなスポーツ施設整備の推進を図ります。 

 

  ４ 健康意識の向上 

市民一人一人が、健康づくりに主体的に取り組めるよう、健康に関する適切な情報と場を提供し、

健康意識の向上を図ります。 

 

  ５ 食育についての正しい知識の普及 

市民一人一人が、主体的自発的に健全な食生活を送ることができるよう、食育についての正しい

知識を普及します。 

 

  ６ 一次予防に重点を置いた健康づくりの推進 

生活習慣を改善して健康を増進し、生活習慣病などを予防する一次予防に重点を置き、健康教室

や保健指導などを実施し、市民全体の健康づくりを推進します。 

 
 
 

多様な市民ニーズに対応した広域的なスポーツ・レクリエーション拠点として「（仮称）柳島スポ

ーツ公園」の整備を進めるほか、スポーツ推進、健康増進や食育推進に係る各種事業に積極的に取り

組みます。 
 
 
 

指標名 現状値 
平成 27 年度 

の目標値 
指標の説明・意図 

市営体育施設

の利用者数 
 

517,880 人 
（平成 23 年度） 548,400 人 

施設の予約方法の改善、指定管理者との運営状況につ

いての協議などにより、利便性の向上を図りながら、ス

ポーツ実施率の上昇と合わせ、市営体育施設の利用者を

増やします。既存施設の稼働率の向上を見込み、利用者

548,400 人を目標としました。 

健康事業への

参加者数 
1,371 人 

（平成 23 年度） 1,550 人 

健康に対する意識を向上させるため、健康教室の開催

数を増やし、知識の普及を図ります。健康教室開催数の

増による 180 人程度の増加を目標としました。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：１４ 

いつでも気軽にスポーツができ、心とからだを健康にできる環境をつくる 

（スポーツ健康課） 

 施策目標における３年間の目指すべき方向性 
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第２次実施計画事業一覧表

基本理念１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

政策目標４　多様な機会に学び、活動し、交流する、豊かな感性をはぐくむまち

施策目標１４　いつでも気軽にスポーツができ、心とからだを健康にできる環境をつくる

文化生涯学習部　スポーツ健康課

8 件定例・定型的事業 2,381 百万円政策的事業 16 件

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 一般会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 1 （仮称）柳島スポーツ公園整備事業 政策★ 1,400,445 千円

2 1 茅ヶ崎市スポーツ振興基本計画の推進 政策★ 2,579 千円

3 1 スポーツ指導者の育成と活用 政策★ 120 千円

4 1 スポーツボランティア登録制度の創設 政策★ ― 千円

5 1 各種体育大会等の開催 政策 17,688 千円

6 1 ジュニアスポーツ事業への負担 政策 1,800 千円

7 2 茅ヶ崎市スポーツ推進委員の育成・支援 政策★ 11,009 千円

8 3 体育施設の管理・運営 政策 223,737 千円

9 3 体育館の管理・運営 政策 383,356 千円

10 3 屋内温水プールの管理・運営 政策 208,923 千円

11 3 茅ヶ崎市総合体育館駐車場有料化事業 政策 18,704 千円

12 4 歯科保健事業 政策 1,200 千円

13 5 食育推進計画の推進 政策★ 4,236 千円

14 5 食育推進事業 政策★ 903 千円

15 6 健康増進計画の推進 政策★ 4,629 千円

16 6 健康教育事業 政策★ 5,372 千円

17 1 学校体育施設開放事業 定例 84,480 千円

18 1 関係団体への助成 定例 6,720 千円

19 1 各種大会等選手役員派遣事業 定例 2,823 千円

20 1 総合型地域スポーツクラブの育成 定例 120 千円

21 1 神奈川県体育施設協会に係る事務 定例 18 千円

22 6 栄養改善事業 定例 1,689 千円

23 - 災害応急対策活動 定例 ― 千円

24 - 庁内共通事務 定例 918 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

４　多様な機会に学び、活動し、交流する、豊かな感性をはぐくむまち

施策目標１４　いつでも気軽にスポーツができ、心とからだを健康にできる環境をつくる

基本理念

政策目標

文化生涯学習部　スポーツ健康課

主な第２次実施計画事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　生涯スポーツ・健康づくりの推
進

　多様な市民ニーズに対応した広域的なスポーツ・レ
クリエーション拠点として、総合競技場、テニスコー
ト、多目的広場、駐車場などの施設を配置するととも
に、緑地の確保や防災機能を備えた施設整備を行いま
す。また、公園整備にあわせ、周辺施設との連携や公
園への動線を考慮した道路や歩道の整備を目指しま
す。
　平成22年９月に基本計画を策定し、23年３月に基
本設計を作成しました。平成28年度の完成を目指
し、実施計画期間内に用地買収と整備工事を行いま
す。（総事業費　6,649,721千円）

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成25年度

平成26年度

用地の取得

用地の取得

政策的事業

（仮称）柳島スポーツ公園整
備事業

平成27年度
整備工事の実施

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南■

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 1,400,445 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　生涯スポーツ・健康づくりの推
進

　スポーツ振興基本計画の進行管理を行うとともに、
社会情勢や市民ニーズの変化に対応した計画となるよ
う見直しを行います。

※審議会開催回数（平成23年度）：２回

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

審議会開催回数

 目標

平成25年度

平成26年度

2回

2回

政策的事業

茅ヶ崎市スポーツ振興基本計
画の推進

平成27年度
6回

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 2,579 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　生涯スポーツ・健康づくりの推
進

　一定の資格や経験を持ったスポーツ指導者の登録を
行い、スポーツ指導を受けたい多くのスポーツ団体や
愛好者に対し、スポーツ活動の支援を行うためのス
ポーツ指導者人材バンクを設置します。また、中学校
運動部活動指導協力者などに対し、指導者を積極的に
提供し、指導技術の向上を目的とした講習会を行いま
す。

事業実施年度 26年度

新規

事業主体 市

 指標

登録指導者数

 目標

平成25年度

平成26年度

63人

84人

政策的事業

スポーツ指導者の育成と活用

平成27年度
105人

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 120 千円

一般会計

 施策の方向性
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

４　多様な機会に学び、活動し、交流する、豊かな感性をはぐくむまち

施策目標１４　いつでも気軽にスポーツができ、心とからだを健康にできる環境をつくる

基本理念

政策目標

文化生涯学習部　スポーツ健康課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　生涯スポーツ・健康づくりの推
進

　市が主催するスポーツ大会やイベントの開催の際に
連携し、事業を進めるスポーツボランティアの登録制
度を創設します。

事業実施年度 26年度

新規

事業主体 市

 指標

登録者数

 目標

平成25年度

平成26年度

30人

60人

政策的事業

スポーツボランティア登録制
度の創設

平成27年度
100人

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 － 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　さまざまなスポーツに取り組め
る環境づくり

　スポーツの推進に必要な指導者を育成するため、研
修会や講習会等を開催します。また、スポーツニーズ
の多様化に対応するため、委員数の増員を検討しま
す。

※研修会等の開催回数（平成23年度）：９回

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

研修会等の開催回
数

 目標

平成25年度

平成26年度

９回

９回

政策的事業

茅ヶ崎市スポーツ推進委員の
育成・支援

平成27年度
９回

27年度25年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 11,009 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

５　食育についての正しい知識の普
及

　食に関する適切な判断力を養い、健全な食生活を実
現できるようにする食育を総合的かつ計画的に推進す
る食育推進計画について、事業評価やアンケート調査
により実態を把握し、計画の見直しを行います。

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

計画の進捗状況

 目標

平成25年度

平成26年度

第２次計画策定

計画の推進

政策的事業

食育推進計画の推進

平成27年度
計画の推進

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 4,236 千円

一般会計

 施策の方向性
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

４　多様な機会に学び、活動し、交流する、豊かな感性をはぐくむまち

施策目標１４　いつでも気軽にスポーツができ、心とからだを健康にできる環境をつくる

基本理念

政策目標

文化生涯学習部　スポーツ健康課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

５　食育についての正しい知識の普
及

　食に関する正しい知識や食育を普及啓発するため
に、講演会の開催やリーフレットの配布などを行うと
ともに、食育のボランティアに対して資質向上のため
の研修を実施し、地域活動を支援します。

※普及啓発教室開催数（平成23年度）：３回

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

普及啓発教室開催
数

 目標

平成25年度

平成26年度

３回

３回

政策的事業

食育推進事業

平成27年度
３回

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 903 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

６　一次予防に重点を置いた健康づ
くりの推進

　個人の健康増進を、総合的かつ効果的に推進する健
康増進計画について、事業状況の把握及び評価を行
い、計画の進行管理を行います。また、アンケート調
査により、健康意識や行動を把握して課題を抽出し、
計画を見直します。

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

計画の進捗状況

 目標

平成25年度

平成26年度

計画の推進

計画の推進

政策的事業

健康増進計画の推進

平成27年度
アンケート調査の

実施

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 4,629 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

６　一次予防に重点を置いた健康づ
くりの推進

　生活習慣病に対して、その専門知識を有する講師に
よる講義や実技などの集団健康教育を開催します。
　また、受講者の生活にあわせ、３から４か月個別指
導を行う、個別健康教育事業も実施します。

※教室の開催回数（平成23年度）：82回

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

教室の開催回数

 目標

平成25年度

平成26年度

85回

88回

政策的事業

健康教育事業

平成27年度
88回

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 5,372 千円

一般会計

 施策の方向性
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり              文化生涯学習部 男女共同参画課 
政策目標４ 多様な機会に学び、活動し、交流する、豊かな感性をはぐくむまち 
施策目標１５ 互いが尊重され、あらゆる分野の活動に参画できる社会をつくる 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
   

１ だれもが社会参画できる環境づくり 

すべての人が個人として尊重され、あらゆる人権侵害となる問題の解決と家庭や地域における生

活や職場などにおいて、男女が性別にかかわりなく、個人の個性と能力を対等に発揮できる男女共

同参画社会の実現に向けた環境づくりに取り組みます。 

 

  ２ 国際化に対応した行政サービスの提供と地域交流の支援 

外国籍市民が、適切に行政サービスを享受し、地域で円滑にコミュニケーションを図ることがで

きるよう、国際化に対応した行政サービスの提供や地域での交流を支援します。 

 

  ３ 都市交流の推進 

多くの都市やそこに暮らす人々と交流することにより、異なる環境に暮らす人々の生活や文化を

理解し、相互に尊重する心を育てます。 

 

  ４ 平和の尊さの啓発 

戦後、年月の経過と共に、戦争の記憶が薄れ、戦争を体験した世代が少なくなる中、「平和のつ

どい」の開催などを通して、市民に平和の尊さを認識してもらう活動を進めます。 

 
 
 

異なる環境で暮らす人々の生活や文化を理解し、相互に尊重する心を育てることや男女が性別にか

かわりなく、個人の個性として能力を対等に発揮できる男女共同参画社会の実現に向けた環境づくり

に取り組むことと、戦争の記憶が薄れ、戦争を体験した世代が少なくなる中で市民に平和の尊さを認

識していただくことは重要な施策であります。特に、ちがさき男女共同参画推進プランに関する事業

を拡充するとともに、新たにゆかりのまち提携 30 周年記念事業、核兵器廃絶平和都市宣言 30 周年記

念事業に取り組みます。  

 

 

 

 

 

 

 施策の方向性 

施策目標：１５ 

互いが尊重され、あらゆる分野の活動に参画できる社会をつくる 

（男女共同参画課） 

 施策目標における３年間の目指すべき方向性 
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり              文化生涯学習部 男女共同参画課 
政策目標４ 多様な機会に学び、活動し、交流する、豊かな感性をはぐくむまち 
施策目標１５ 互いが尊重され、あらゆる分野の活動に参画できる社会をつくる 
 

 

 
 

 
 
 

指標名 現状値 
平成 27 年度 

の目標値 
指標の説明・意図 

固定的性別役

割分担意識 
59.7％ 

（平成 23 年度） 
55.0％ 

多様な生き方を認め合う男女共同参画社会の実現の

障害の一つは、人々の意識の中に長い時間をかけて形づ

くられてきた「男は仕事、女は家庭」という固定的な性

別役割分担意識です。これは、時代とともに変わりつつ

あるものの、未だに根強く残っていることから、これに

反対だと思う人の割合（35.1％（平成 21 年 10 月茅ヶ崎

市調査））を全国調査の結果（55.1％（平成 21 年 10 月））

にまで高めることを目標としました（ちがさき男女共同

参画推進プランの目標値と同じ。）。平成 23 年度より、

集計方法を「はがきによるアンケート調査」に変更しま

した。 

今後は毎年実施する調査の結果が現状値を下回らな

いように事業を行っていきます。 

男女の地位に

おける平等感 
33.6％ 

（平成 23 年度） 
20.0％ 

男女平等の意識の浸透の目安として、全国で指標とし

て用いられている「社会通念・習慣・しきたりにおいて

男女の地位が平等である」と思う人の割合（12.3％（平

成 21 年 10 月茅ヶ崎市調査））を、国の全国調査の結果

（20.6％（平成 21 年 10 月））にまで高めることを目標

としました。（ちがさき男女共同参画推進プランの目標

値と同じ）。平成 23 年度より、集計方法を「はがきによ

るアンケート調査」に変更しました。 

今後は毎年実施する調査の結果が現状値を下回らな

いように事業を行っていきます。 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
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第２次実施計画事業一覧表

基本理念１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

政策目標４　多様な機会に学び、活動し、交流する、豊かな感性をはぐくむまち

施策目標１５　互いが尊重され、あらゆる分野の活動に参画できる社会をつくる

文化生涯学習部　男女共同参画課

16 件定例・定型的事業 74 百万円政策的事業 4 件

施策
の方
向性

事　　業　　名
事業
の
性質

○ 一般会計

№ （★…主な第２次実施計画事業として掲載している事業）
平成25～27年度の

事業費

事業費（職員給与費除く）

1 1 次期「ちがさき男女共同参画推進プラン」の策定及び進行管理 政策★ 6,207 千円

2 2 茅ヶ崎市外国語版便利帳改訂版作成事業 政策★ 1,000 千円

3 3 ゆかりのまち提携３０周年記念事業 政策★ 5,000 千円

4 4 茅ヶ崎市核兵器廃絶平和都市宣言３０周年記念事業 政策★ 41 千円

5 1 男女共同参画社会実現に向けた啓発等推進事業 定例 5,623 千円

6 1 地域における男女共同参画の推進 定例 ― 千円

7 1 ２市１町人権・男女共同参画連携推進会議 定例 ― 千円

8 1 女性問題の研究調査及び啓発 定例★ 555 千円

9 1 相談事業 定例 17,910 千円

10 1 男女共同参画推進センター管理運営 定例 24,708 千円

11 1 男女共同参画推進センター登録団体申請受付及び支援 定例 ― 千円

12 1 人権同和対策に関すること 定例 2,781 千円

13 2 国際化に対応した行政サービスの提供 定例 120 千円

14 2 国際化に対応した地域交流の支援 定例 333 千円

15 3 ゆかりのまち交流事業 定例 1,452 千円

16 4 「平和について」ポスター・作文コンテスト事業 定例 84 千円

17 4 ピーストレイン平和大使広島派遣事業 定例 3,606 千円

18 4 平和啓発事業 定例★ 4,593 千円

19 - 災害応急対策活動 定例 ― 千円

20 - 庁内共通事務 定例 ― 千円

※事業の性質：「政策」…政策的事業・「定例」…定例・定型的事業
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

４　多様な機会に学び、活動し、交流する、豊かな感性をはぐくむまち

施策目標１５　互いが尊重され、あらゆる分野の活動に参画できる社会をつくる

基本理念

政策目標

文化生涯学習部　男女共同参画課

主な第２次実施計画事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　だれもが社会参画できる環境づ
くり

　茅ヶ崎市男女共同参画推進会議及びちがさき男女共
同参画推進プラン協議会により、ちがさき男女共同参
画推進プランの進行管理を行います。
　また、国の男女共同参画社会の実現に向けた調査並
びに、茅ヶ崎市民を対象としたアンケート結果を検証
し、現在抱える問題点を洗い出すことで、新たな計画
を策定します。

※協議会の開催回数（平成23年度）：６回

事業実施年度 26年度

継続拡充

事業主体 市

 指標

協議会の開催回数

 目標

平成25年度

平成26年度

６回

８回

政策的事業

次期「ちがさき男女共同参画
推進プラン」の策定及び進行
管理

平成27年度
８回

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 6,207 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　国際化に対応した行政サービス
の提供と地域交流の支援

　外国人市民が、言葉の壁や生活習慣の違いに関係な
く地域での円滑な生活が送れるよう、生活ガイド的内
容を持った「茅ヶ崎市外国語版便利帳」の改訂版を作
成し、各種の情報提供等を行います。

※発行部数（平成24年度）：600部

事業実施年度 □

継続

事業主体 市

 指標

発行部数

 目標

平成25年度

平成26年度

－

－

政策的事業

茅ヶ崎市外国語版便利帳改訂
版作成事業

平成27年度
500部

27年度□

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 1,000 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　都市交流の推進

　より多くの市民が、愛知県岡崎市とのゆかりのまち
提携30周年を契機に、幅広いかたちでゆかりのまち
についての理解を深めることのできるような事業を、
関連課かいとも協力しながら実施します。

事業実施年度 □

新規

事業主体 市

 指標

周年事業への参加
延べ人数

 目標

平成25年度

平成26年度

1,000人

－

政策的事業

ゆかりのまち提携３０周年記
念事業

平成27年度
－

□25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 5,000 千円

一般会計

 施策の方向性
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

４　多様な機会に学び、活動し、交流する、豊かな感性をはぐくむまち

施策目標１５　互いが尊重され、あらゆる分野の活動に参画できる社会をつくる

基本理念

政策目標

文化生涯学習部　男女共同参画課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　平和の尊さの啓発

　より多くの市民が、茅ヶ崎市核兵器廃絶平和都市宣
言30周年記念事業を契機に、改めて平和の尊さにつ
いて考えられるような事業を行います。

事業実施年度 □

新規

事業主体 市

 指標

周年事業への参加
延べ人数

 目標

平成25年度

平成26年度

－

－

政策的事業

茅ヶ崎市核兵器廃絶平和都市
宣言３０周年記念事業

平成27年度
1,000人

27年度□

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 41 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　だれもが社会参画できる環境づ
くり

　継続的に、男女共同参画施策に係るデータの収集の
ため、はがきによる男女共同参画に関するアンケート
調査を実施し、結果を情報提供するとともに、情報
コーナーの図書・資料の充実に向けた資料収集を行い
ます。また、収集した情報等の情報提供のための情報
紙を発行します。

※情報紙の発行回数（平成23年度）：１回

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

情報紙の発行回数

 目標

平成25年度

平成26年度

２回

２回

定例・定型的事業

女性問題の研究調査及び啓発

平成27年度
２回

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 555 千円

一般会計

 施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　平和の尊さの啓発

　戦後、年月の経過とともに戦争の記憶が薄れ、平和
の大切さが実感として伝わりにくくなっています。こ
うした中で、市の平和事業の委託先である「平和を考
える茅ヶ崎市民の会実行委員会」と連携しながら、
「平和のつどい」の開催や各種講演会、展示会など平
和啓発事業を実施し、戦争の悲惨さ、平和の尊さを一
人でも多くの市民に伝えます。

※平和に関する展示会等イベントの開催数（平成23
年度）：11回

事業実施年度 26年度

継続

事業主体 市

 指標

平和に関する展示
会等イベントの開
催数

 目標

平成25年度

平成26年度

４回

４回

定例・定型的事業

平和啓発事業

平成27年度
４回

27年度25年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成25～27年度の事業費 4,593 千円

一般会計

 施策の方向性
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